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未来のために 大切な一票をこの手で！
卒業を間近に控えた大田中学校の３年生31人
が、社会科の授業で模擬投票を体験しました。
生徒の皆さんからは、「選挙に関心をもつよ
うになった」「20歳になったら必ず投票に行
きます」などの感想が寄せられ、選挙への意
識の高揚が図られました。

４
月
18
日
㈰
は
市
議
会
議
員
選
挙

み
な
さ
ん
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
！



2010年4月号

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て

　

私
は
昨
年
、
そ
の
年
の
世
相
を
表
す

漢
字
と
し
て
、変
革
・
変
化
の「
変へ

ん

」を
挙

げ
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
本
市
を
取

り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る

中
、
新
た
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、「
行
政
経
営
の
変
革
」が
必
要
で
あ

る
と
考
え
、「
変
え
た
い 

一
緒
に
!!
」

を
合
言
葉
に
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、

こ
の
変
革
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
、
声
を

大
に
し
て
訴
え
て
き
た
か
ら
で
す
。

　

私
は
、
自
分
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
の

重
大
さ
を
深
く
認
識
し
、
今
後
の
市
政

運
営
に
全
力
を
挙
げ
、
皆
様
か
ら
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
ご
期
待
に
応
え
る
た
め
、

厳
し
い
社
会
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
年
を
百
年
に
一
度
の
「
知
恵
を
絞
る

年
」
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、常
々
、「
政
治
の
最
終
目
標
は
、

共
に
助
け
合
い
、
人
に
優
し
い
地
域
社

会
を
作
る
こ
と
」
で
あ
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
、
日
本
は
恐
ら
く
競
争

社
会
が
終
わ
り
、
助
け
合
っ
て
生
き
る

「
共
助
の
社
会
」
へ
移
り
、
そ
う
い
う

社
会
が
改
め
て
物
を
つ
く
り
、
心
を
育

て
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、

今
年
一
年
は
、「
共
助
」「
共
に
築
く
」「
命

育
む
」
の
３
点
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

国
の
動
向
と
予
算
編
成
方
針

　

国
は
、
今
後
の
日
本
の
あ
り
方
と
し

て
、
環
境
へ
の
先
進
的
な
技
術
革
新
と
医

療
や
福
祉
分
野
へ
の
新
た
な
方
向
性
を

提
示
し
た
「
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
ラ
イ
フ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
考

え
方
を
強
調
し
て
お
り
、
私
が
示
す
秩
父

市
の
方
向
性
と
合
致
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
今
年
を
「
地
域
主
権
革
命
元
年
」
と

す
べ
く
、
地
域
に
住
む
人
が
責
任
を
も
っ

て
決
め
る
こ
と
の
で
き
る
制
度
改
革
を

行
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ
れ
だ
け

国
や
地
方
が
財
政
的
に
困
窮
し
て
い
る

現
状
で
は
、
地
方
自
治
体
は
国
や
県
に
頼

る
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
こ
と
は
自

分
た
ち
で
決
め
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま
さ
に
“
共
助
の

心
と
行
動
”
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
が

で
き
る
よ
う
な
平
成
22
年
度
の
予
算
を

編
成
し
ま
し
た
。
徹
底
的
に
ム
ダ
を
排

除
し
、
当
市
の
身
の
丈
に
あ
っ
た
ス
リ

ム
さ
と
、
危
機
に
対
応
す
る
素
早
さ
を

身
に
つ
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
真
に
望

む
サ
ー
ビ
ス
を
的
確
に
提
供
で
き
る
自

治
体
へ
と
、
こ
の
秩
父
市
を
変
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
私
の

市
政
の
経
営
方
針
と
し
て
は
、
今
年
一

年
を
「
改
革
の
年
」
と
位
置
づ
け
、「
豊

か
な
ま
ち　

環
境
文
化
都
市
ち
ち
ぶ
」

を
基
本
理
念
と
し
て
、
医
療
、
福
祉
を

よ
り
一
層
充
実
さ
せ
、
と
も
に
力
を
合

わ
せ
て
、
地
域
の
経
済
を
活
性
化
す
る

こ
と
で
、
体
と
心
と
生
活
を
豊
か
に
し
、

「
恵
ま
れ
た
自
然
と
誇
り
高
い
文
化
を

守
り
育
む
都
市
」
を
目
指
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
職
員
の
姿
勢
と
テ
ー
マ

　

市
民
が
主
体
の
「
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
」
を
遵
守
す
る
こ
と
、
市
民
に
十

分
な
説
明
責
任
を
果
た
し
積
極
的
に
情

報
公
開
を
推
進
す
る
こ
と
、
市
民
の
意

見
や
提
言
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
す
る

よ
う
努
力
す
る
こ
と
の
３
つ
を
職
員
と

し
て
の
基
本
姿
勢
と
し
、
常
に
意
識
す

る
２
つ
の
テ
ー
マ
と
し
て
、「
市
民
目

線
」
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
「
現
場
主

義
」
を
今
年
も
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
年
度
予
算
の
特
徴

　
「
子
ど
も
手
当
」
の
給
付
や
、
中
学

３
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、
小
中

学
校
に
在
学
し
て
い
る
２
人
目
か
ら
の

給
食
費
助
成
を
予
算
措
置
す
る
こ
と
に

よ
り
、「
子
育
て
支
援
」
に
係
る
経
費

が
大
幅
な
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支

所
長
の
権
限
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

各
総
合
支
所
管
内
の
地
域
づ
く
り
や
、

市
民
と
の
協
働
の
推
進
の
た
め
、
各
総

合
支
所
費
に
「
地
域
生
活
環
境
整
備
」

の
予
算
を
新
た
に
計
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
義
務
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、

整
備
計
画
に
基
づ
き
、
小
学
校
５
校
の

校
舎
や
体
育
館
の
耐
震
改
修
お
よ
び
改

築
の
設
計
業
務
委
託
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。

“
と
も
に
築
く 

命
育
む
豊
か
な

秩
父
市
”
を
目
指
し
ま
す
！

　

市
議
会
３
月
定
例
会
が
、
２
月
26
日
か
ら
３
月
17
日
ま
で
開
か
れ
、
議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、
久
喜
市
長
は
平
成
22
年
度
の

施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。市
長
か
ら
は
、今
の
経
済
危
機
を
逆
に
チ
ャ
ン
ス
と
捉と

ら

え
、今
年
を
百
年
に
一
度
の「
知
恵
を
絞
る

年
」と
し
、徹
底
的
に
ム
ダ
を
排
除
し
、市
民
の
皆
さ
ん
が
真
に
望
む
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
と
の
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
そ
の
施
政
方
針
の
一
部
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

施政方針を述べる久喜市長
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新
年
度
の
主
要
施
策

　

行
政
が
直
面
す
る
高
度
化
・
複
雑
化

す
る
諸
課
題
に
対
し
、
新
し
い
地
域
振

興
策
で
あ
る
「
定
住
自
立
圏
構
想
」
を

活
用
し
て
、
横
瀬
町
、
皆
野
町
、
長
瀞

町
、
小
鹿
野
町
の
周
辺
４
町
と
連
携
し

な
が
ら
、
医
療
や
観
光
分
野
な
ど
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
実
現
し
、「
秩

父
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
日
本
地
質
学
発
祥
の
地
」

と
さ
れ
る
秩
父
地
域
の
豊
富
な
地
質
資

源
を
活
用
し
、
研
究
や
教
育
、
地
域
振

興
に
対
し
て
、「
秩
父
ま
る
ご
と
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
」
を
中
心
と
し
て

取
り
組
み
、
日
本
と
世
界
の
ジ
オ
パ
ー

ク
の
認
定
を
目
指
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
秩
父
祭
の
屋
台
行
事
と

神
楽
」
を
、
本
年
度
の
世
界
無
形
文
化

遺
産
に
登
録
す
る
た
め
の
取
り
組
み
な

ど
、
秩
父
の
自
然
を
守
り
、
歴
史
や
文

化
・
伝
統
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と

に
加
え
、
日
本
は
も
と
よ
り
、
世
界
に

向
け
て
広
く
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

新
年
度
の
主
要
事
業

◆
市
立
病
院
の
充
実

　

私
は
、「
医
療
分
野
の
充
実
」を
改
革

の
本
丸
と
捉
え
、
市
政
運
営
で
の
重
点

配
分
を
行
い
、
就
任
後
、
市
立
病
院
に

お
け
る
循
環
器
内
科
の
設
置
に
着
手
し
、

昨
年
10
月
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
整
備
を

国
庫
補
助
に
よ
り
進
め
て
お
り
、
新
年

度
か
ら
は
女
性
の
20
人
に
１
人
と
い
う
、

高
い
罹り

か

ん患
率
の
「
乳
が
ん
」
の
早
期
発

見
と
治
療
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
夜
間
と
休
日
の
救

急
医
療
の
担
当
病
院
が
３
病
院
に
減
少

す
る
こ
と
を
受
け
、
秩
父
地
域
の
中
核

病
院
と
し
て
、
地
域
医
療
連
携
を
念
頭

に
、
地
域
住
民
の
「
命
」
を
守
る
た
め
、

医
療
職
の
安
定
確
保
な
ど
、
受
入
体
制

の
充
実
を
図
り
、
増
大
す
る
救
急
医
療

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
福
祉
の
充
実

　

こ
ど
も
医
療
費
の
支
給
対
象
を
中
学

３
年
生
ま
で
拡
大
し
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
、
若
い

「
命
」
を
し
っ
か
り
育
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
特
有
の
乳
が
ん
、
子
宮

頸
が
ん
の
無
料
検
診
を
昨
年
度
に
続
い

て
行
い
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に

努
め
、
早
期
の
発
見
・
治
療
に
つ
な
げ

ま
す
。
さ
ら
に
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
公
費
助
成
を
全
市
に
広
げ
、
高
齢
者

の「
命
」も
し
っ
か
り
支
え
て
い
き
ま
す
。

◆
環
境
対
策

　

経
済
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
、

第
一
次
産
業
の
衰
退
等
、
森
林
や
農
地

へ
の
人
々
の
営
み
が
薄
ら
ぎ
、
自
然
環

境
の
荒
廃
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
自
然
環
境
と
地
域
の
再
生
に
向

け
、
人
材
の
育
成
と
地
域
資
源
を
見
直

し
、
秩
父
産
木
材
を
公
共
事
業
へ
活
用

す
る
な
ど
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
市
民
参
加
に
よ
る
環

境
保
全
意
識
の
共
有
と
、
行
動
を
起
こ

す
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
、
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
、
産
・
学
・

官
連
携
等
を
通
じ
、
秩
父
市
の
環
境
を

守
り
、地
域
経
済
の
発
展
を
目
指
す「
環

境
立
市 

秩
父
」
を
掲
げ
、
環
境
施
策

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◆
雇
用
対
策

　

国
の
「
緊
急
雇
用
創
出
基
金
」
や
「
ふ

る
さ
と
雇
用
再
生
基
金
」
を
積
極
的
に

活
用
し
た
事
業
を
推
進
し
、
失
業
者
等

の
生
活
支
援
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
求

人
開
拓
員
が
企
業
を
訪
問
す
る
中
で
、

「
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
」

や
「
実
習
型
雇
用
支
援
事
業
」
の
Ｐ
Ｒ

を
引
き
続
き
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援

　
「
子
ど
も
は
社
会
の
共
有
財
産
」
と

い
い
ま
す
。
家
庭
は
も
と
よ
り
、
地
域

で
守
り
育
て
て
い
け
る
秩
父
を
作
り
、

本
当
に
い
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
行

政
の
最
高
責
任
者
と
し
て
、
秩
父
の
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
最
優
先
に
し
て
、

「
産
み
育
て
や
す
い
社
会
」「
子
育
て
家

族
の
支
援
」「
育
児
の
素
晴
ら
し
さ
と

家
族
の
意
義
の
再
確
認
」
を
少
子
化
対

策
の
３
本
柱
と
し
て
、
市
政
の
重
点
課

題
に
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

組
織
改
正

　

厳
し
い
財
政
状
況
や
職
員
数
の
減
少

が
続
く
中
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
と
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
両
立
さ
せ
る
と
と

も
に
、
全
庁
的
な
政
策
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
新
た
な
組
織
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

　

環
境
部
を
独
立
し
た
部
と
し
て
新
設

し
、
事
業
部
局
の
ト
ッ
プ
に
位
置
づ
け
、

「
環
境
立
市 

秩
父
」
の
実
現
に
向
け
て
、

積
極
的
に
施
策
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
市
民
が
集
う
こ
と
の

で
き
る
新
た
な
拠
点
を
整
備
す
る
た
め
、

財
務
部
に
「
ふ
る
さ
と
学
習
セ
ン
タ
ー

設
立
準
備
室
」
を
設
置
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
の
省
庁
の
所
管
に
よ
っ

て
縦
割
り
に
区
分
さ
れ
て
い
た
組
織
を

改
め
、「
地
域
主
権
型
社
会
」
に
ふ
さ

わ
し
く
、
市
民
目
線
で
わ
か
り
や
す
い

組
織
へ
の
一
元
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
支
所
の
権
限
を
強
化
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
性
化
と
地
域
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
民
の
意
見
を
一
層
政

策
に
生
か
し
て
い
く
た
め
、
広
聴
機
能

を
強
化
し
、
ま
た
、
秩
父
な
ら
で
は
の

農
業
や
特
産
品
づ
く
り
を
奨
励
し
、
観

光
と
農
業
と
の
連
携
・
活
性
化
を
図
る

た
め
、
農
業
振
興
課
を
農
政
課
と
改
め
、

産
業
観
光
部
に
移
管
し
ま
す
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
実
践

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
は
「
政
治
家
の
選

挙
公
約
」
で
あ
る
以
上
に
、「
市
民
の

皆
様
と
の
契
約
」
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
実
を
結
ぶ
た
め
に
は
、

誠
実
に
、
か
つ
着
実
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
実
施
状
況
を
随
時
、
市
民
の
皆

様
に
公
表
し
、「
市
政
の
改
革
」を
合
言

葉
に
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
公
約
の

実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平成22年度

施政方針

※
施
政
方
針
の
全
文
は
、
市
Ｇ
「
市
長
ブ
ロ
グ 
～
よ
う
こ
そ
市
長
室
へ 

～
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市報ちちぶは、町会、区の皆さんのご協力で配られています。
なお、市役所総合窓口、吉田・大滝・荒川総合支所、各公民館、吉田生涯学習センター、文化体育センターでも配布しています。3



2010年4月号

市税
85億8,807万円
33.6％

地方交付税
67億円
26.2％

国庫支出金
26億95万6千円
10.2％

教育費
28億8,620万4千円
11.3％

土木費
25億5,911万4千円
10.0％

衛生費
24億2,062万3千円
9.5％

消防費
11億1,189万3千円
4.3％

その他
15億2,858万2千円
6.0％

県支出金
15億7,421万8千円
6.1％

市債
22億1,770万円
8.7％

その他
21億8,785万5千円
8.5％

その他
11億2,410万円
4.4％

繰入金
5億9,125万6千円
2.3％

歳出 歳入

民生費
87億1,282万6千円
34.0％

総務費
34億2,719万4千円
13.4％

公債費
29億3,771万9千円
11.5％

一 般 会 計 の 歳 出 一 般 会 計 の 歳 入

◆会計別の予算規模

平成22年度当初予算
一般会計歳入歳出総額255億8,415万5千円

［前年度比△4.3％］

『変革への第一歩』
～全職員一丸となった行財政経営の変革～

　

平
成
22
年
度
当
初
予
算
が
、
３
月
に
行
わ
れ
た
市
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

厳
し
い
経
済
状
況
が
続
く
中
、
秩
父
市
版
「
事
業
仕
分
け
」
を
実
施
し
、
改
善
改
革
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
予
算
編
成
を
行
い
、

一
般
会
計
は
、
２
５
５
億
８
，
４
１
５
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
今
ま
で
以
上
に
効
率
的
で
効
果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
実
施
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

会　　計　　別 平成22年度予算額A 平成21年度予算額B 比較増減A－B 伸び率
一 般 会 計 255億8,415万５千円 267億3,971万４千円 ▲ 11億5,555万９千円 ▲ 4.3%

特 別 会 計 149億 126万１千円 146億6,157万 円 ２億3,969万１千円 1.6%

内　
　
　

訳

国民健康保険（事業勘定） 75億4,536万９千円 74億4,668万５千円 9,868万４千円 1.3%
国民健康保険（診療施設勘定） １億1,872万７千円 １億1,860万０千円 12万７千円 0.1%
老 人 保 健 269万９千円 8,499万９千円 ▲ 8,230万 円 ▲ 96.8%
後 期 高 齢 者 医 療 ５億7,440万１千円 ５億5,784万３千円 1,655万８千円 3.0%
介 護 保 険 47億 480万９千円 45億6,762万 円 １億3,718万９千円 3.0%
下 水 道 事 業 15億 759万５千円 11億9,291万７千円 ３億1,467万８千円 26.4%
農 業 集 落 排 水 事 業 １億2,638万６千円 ３億3,387万 円 ▲ ２億 748万４千円 ▲ 62.1%
戸別合併処理浄化槽事業 ２億1,752万８千円 ２億5,645万 円 ▲ 3,892万２千円 ▲ 15.2%
公 設 地 方 卸 売 市 場 3,558万７千円 4,240万１千円 ▲ 681万４千円 ▲ 16.1%
駐 車 場 事 業 6,816万 円 6,018万５千円 797万５千円 13.3%

企 業 会 計 56億3,797万９千円 56億8,826万 円 ▲ 5,028万１千円 ▲ 0.9%
内
訳

水 道 事 業 28億1,411万２千円 28億3,151万 円 ▲ 1,739万８千円 ▲ 0.6%
市 立 病 院 事 業 28億2,386万７千円 28億5,675万 円 ▲ 3,288万３千円 ▲ 1.2%

合 計 461億2,339万５千円 470億8,954万４千円 ▲ ９億6,614万９千円 ▲ 2.1%

4



予
算
の
概
要

①
予
算
編
成
の
基
本
姿
勢

　

国
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た
地
方
財
政

計
画
で
は
、
個
人
所
得
の
大
幅
な
減
少

や
企
業
収
益
の
急
激
な
悪
化
な
ど
に
よ

り
、
地
方
税
収
入
や
地
方
交
付
税
の
原

資
と
な
る
国
税
収
入
が
引
き
続
き
落
ち

込
む
一
方
で
、
社
会
保
障
関
係
経
費
の

自
然
増
や
公
債
費
が
高
い
水
準
で
推
移

す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
財
源
不
足
が

過
去
最
大
の
規
模
に
拡
大
す
る
も
の
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

秩
父
市
に
お
い
て
も
、
税
収
の
落
ち

込
み
が
避
け
ら
れ
な
い
中
で
、
少
子
・

高
齢
化
社
会
の
進
展
に
対
応
し
た
地
域

福
祉
施
策
を
は
じ
め
、
地
域
医
療
の
充

実
、
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
住
自
立
圏
構

想
の
推
進
や
秩
父
地
域
の
将
来
の
姿
で

あ
る
「
環
境
立
市 

秩
父
」
に
向
け
た

施
策
に
も
、
的
確
か
つ
迅
速
に
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
徹
底
し
た
経
費
節
減
を

図
り
、
重
点
事
業
と
し
て
推
進
す
べ
き

事
業
を
選
別
し
、
市
の
実
情
に
即
し
た

ス
リ
ム
さ
と
危
機
に
対
応
す
る
敏び

ん
し
ょ
う捷

性

を
図
り
つ
つ
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
必
要

と
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
確
実
に
提
供

で
き
る
よ
う
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

②
歳
入
の
概
要

　

土
地
・
家
屋
の
評
価
替
え
な
ど
に
よ

り
固
定
資
産
税
の
増
収
を
見
込
ん
で
い

ま
す
が
、
企
業
収
益
の
急
激
な
悪
化
な

ど
に
よ
り
、
法
人
市
民
税
に
お
い
て
は

大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
市

税
収
入
は
減
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
手
当
の
創
設
に
よ
る

国
庫
支
出
金
の
増
額
、
地
方
の
財
源
を

増
や
す
た
め
に
地
方
交
付
税
の
増
額
が

見
込
ま
れ
ま
す
が
、
道
路
整
備
や
教
育

施
設
の
改
築
な
ど
の
公
共
事
業
を
精
査

し
た
結
果
、
そ
の
財
源
と
な
る
市
債
は

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

③
歳
出
の
概
要

　

民
生
費
で
は
、
子
ど
も
手
当
支
給
を

は
じ
め
、
多
子
世
帯
に
対
す
る
学
校
給

食
費
の
助
成
や
子
ど
も
医
療
費
を
中
学

校
修
了
ま
で
拡
大
す
る
な
ど
、
子
育
て

世
代
に
対
し
て
の
支
援
を
充
実
さ
せ
た

こ
と
に
よ
り
、
大
幅
な
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

　

一
方
で
、
市
税
収
入
な
ど
の
財
源
確

保
が
厳
し
い
状
況
の
中
、
健
全
な
行
財

政
運
営
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
秩
父

市
版
「
事
業
仕
分
け
」
を
実
施
し
、
選

択
と
集
中
に
よ
る
事
業
の
見
直
し
を

行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
全
体
で
は
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

Ｄ
財
政
課
Ａ
22
Ｃ
２
２
０
３

◆平成22年度　主要事業 （単位：千円）
事　　業　　名 予算額

森と水の力を未来につなぐ「環境のまち」
聖地公園芝生墓所整備工事（新規） 24,180 
市営林保育事業 19,977 
広葉樹植栽整備事業 5,000 
河川改修事業 46,720 
安全で住みたくなる「快適なまち」
デマンド交通事業 5,700 
地域乗合バス路線確保対策事業 88,656 
お出かけ楽々バス事業 23,200 
携帯電話不感地域解消事業 17,288 
地デジ難視聴解消事業 65,925 
地域生活環境整備工事（新規） 9,000 
住宅リフォーム資金助成事業 15,000 
交通安全施設整備事業 40,065 
市道整備事業 436,620 
田中橋橋りょう架替工事（新規） 97,000 
国道299号街路整備事業 251,821 
中央通線街路整備事業 103,733 
防火水槽新規築造工事 11,000 
管渠築造工事 75,395 
雨水吐夾雑物排除施設設置事業（新規） 50,500 
下水道センター改築更新事業（新規） 453,600 
戸別合併処理浄化槽施設整備事業 156,150 
石綿セメント管等老朽管布設替工事 246,485 
温もりと安心のある「健康のまち」
星の子教室事業 17,526 
重度心身障害者通所施設運営事業 14,644 
障害者自立支援事業 783,504 
特別養護老人ホーム偕楽苑運営業務委託事業 453,326 
インフルエンザ予防接種補助事業 32,150 
肺炎球菌予防接種補助事業（新規） 9,300 
女性特有のがん検診事業 12,628 
医療機器等購入事業（生化学自動分析装置他） 41,605 
にぎわいと感動を呼ぶ「交流のまち」
大滝温泉遊湯館施設改修事業（新規） 20,000 
観光トイレ設置事業 6,000 
秩父サイクルトレイン事業委託 300 
地域文化映像記録保存業務委託 3,922 
秩父祭笠鉾屋台修理事業 13,720 
すぐれた価値を生み出す「活力のまち」
大学生等合同就職説明会事業委託 1,000 
ふるさと雇用再生基金活用事業（新規） 47,997 
緊急雇用創出基金活用事業（新規） 27,003 
布里田中地区親水広場整備事業（新規） 5,800 
有害鳥獣対策事業 9,734 
森林管理道新設改良事業（粟野山線ほか４路線） 105,949 
中小企業地域再生振興資金利子補給 13,000 
産業誘致活動業務委託事業（新規） 700 
健やかに成長できる「共育のまち」
児童手当／子ども手当（新規） 1,254,355 
こども医療費支給事業（新規） 193,611 
多子世帯子育て支援事業（新規） 40,695 
秩父保育園増築補助事業（新規） 36,587 
学童保育室設置事業（新規） 17,000 
英語力向上支援事業 29,757 
教育相談事業 22,058 
学校図書整備事業 12,750 
ふれあい学校事業 1,260 
特別支援教育事業 10,537 
花の木小学校校舎大規模改造事業 5,300 
西小学校校舎大規模改造事業 9,300 
尾田蒔小学校校舎他改築事業 19,500 
影森小学校校舎大規模改造事業 11,600 
荒川西小学校体育館大規模改造事業（新規） 3,000 
高篠小学校プール改築工事（新規） 115,000 

（仮称）北部共同調理場整備工事 424,650 
互いに助けあう「協働のまち」
地域振興推進事業 10,288 
ちちぶ定住自立圏推進事業 16,956 
地域おこし協力隊事業（新規） 3,470 
標準宅地鑑定評価業務委託事業（新規） 23,000 

◆市税の内訳
区　　分 平成22年度 A 平成21年度 B 増減額 A－B 伸 び 率

市民税 29億5,331万１千円 35億1,602万１千円 ▲５億6,271万　　円 ▲ 16.0％
固定資産税 48億1,117万２千円 45億5,680万３千円 ２億5,436万９千円 5.6％
軽自動車税 １億5,452万　　円 １億4,639万７千円 812万３千円 5.5％
市たばこ税 ３億1,704万３千円 ３億3,579万３千円 ▲1,875万　　円 ▲ 5.6％
鉱産税 349万２千円 403万２千円 ▲54万　　円 ▲ 13.4％
特別土地保有税 ２千円 ２千円 ０ ０％
入湯税 1,237万３千円 1,008万１千円 229万２千円 22.7％
都市計画税 ３億3,615万７千円 ３億2,126万９千円 1,488万８千円 4.6％

計 85億8,807万　　円 88億9,039万８千円 ▲３億 232万８千円 ▲ 3.4％

ちちぶ夢創り倶楽部への入会をお待ちしています
～「ふるさと納税」で輝く秩父をあなたのふるさとに！～5



2010年4月号

①
児
童
扶
養
手
当

対　

象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

児
童
を
養
育
中
の
母
親
ま
た
は
養
育
者

・
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

・
父
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
に
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
児
童

・
未
婚
の
母
で
父
が
い
な
い
児
童
（
認

知
さ
れ
て
い
る
児
童
も
対
象
）

・
そ
の
他
の
理
由
で
父
が
い
な
い
児
童

※
た
だ
し
、
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者

等
に
、
一
定
額
以
上
の「
所
得
」が
あ

る
と
き
は
、
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

◆
次
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
申
請
者
や
児
童
が
日
本
国
内
に
住
所

を
有
し
な
い
と
き

○
申
請
者
や
児
童
が
公
的
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
き

○
児
童
福
祉
施
設
等
（
母
子
生
活
支
援

施
設
な
ど
を
除
く
）
に
入
所
し
て
い

る
と
き

※
そ
の
他
状
況
に
よ
り
該
当
し
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

手
当
額
（
児
童
１
人
の
場
合
）

　

所
得
に
応
じ
て
、
次
の
２
区
分
に
な

り
ま
す
。

全
部
支
給
（
月
額
４
１
，
７
２
０
円
）

一
部
支
給
（
月
額
４
１
，
７
１
０
円
～

９
，
８
５
０
円
）

※
こ
の
手
当
は
、
申
請
し
た
日
の
翌
月

か
ら
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

②
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

対　

象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

児
童
を
養
育
し
て
い
る
家
庭

・
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
に
一
定
の
障
が
い
が
あ

る
児
童

・
そ
の
他
の
理
由
で
父
ま
た
は
母
が
い

な
い
児
童

※
児
童
扶
養
手
当
に
準
じ
た
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
支
給
対
象
者
は
除
き
ま
す
。

※
こ
の
医
療
費
は
、
申
請
し
た
日
か
ら

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

③
特
別
児
童
扶
養
手
当

対　

象　

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
20
歳

未
満
の
方
を
自
宅
で
育
て
て
い
る
方

※
障
が
い
が
あ
る
方
と
は
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
認
定
診
断
書
に
よ
り
一
定

の
障
が
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方

（
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１
～

３
級
、
療
育
手
帳
Ⓐ
、
Ａ
、
Ｂ
を
お

持
ち
の
方
）
を
い
い
ま
す
。
た
だ
し
、

同
居
の
家
族
に
一
定
以
上
の
所
得
が

あ
る
場
合
は
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

手
当
額

１
級
の
場
合
⋮
月
額
５
０
，
７
５
０
円

２
級
の
場
合
⋮
月
額
３
３
，
８
０
０
円

※
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場

合
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

④
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手
当

対　

象　

身
体
障
害
者
１
級
・
２
級
と

療
育
手
帳
Ⓐ
、
Ａ
を
重
複
し
て
所
持
し
、

医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
児
童

手
当
額　

月
額
５
，
０
０
０
円

◆
次
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

⑤
障
害
児
福
祉
手
当

対　

象　

障
が
い
が
あ
る
た
め
、
常
時

介
護
が
必
要
な
20
歳
未
満
の
方

　

た
だ
し
、
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者

に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
は
、

一
定
期
間
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

手
当
額　

月
額
１
４
，
３
８
０
円

◆
次
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
社
会
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
方

○
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方

⑥
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

対　

象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
～
３
級
の
方

・
療
育
手
帳
Ⓐ
、
Ａ
、
Ｂ
の
方

Ｄ
①
・
②
は
、
こ
ど
も
課

　
Ａ
22
Ｕ
２
２
１
１（
内
線
１
１
８
３
）

③
～
⑥
は
、
障
が
い
者
福
祉
課

　
Ａ
22
Ｕ
２
２
１
１（
内
線
１
１
６
７
）

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
Ａ
72
Ｃ
６
０
８
２

　

大
滝
Ａ
55
Ｃ
０
８
６
５

　

荒
川
Ａ
54
Ｃ
２
１
１
６

「
児
童
」
と
は
、
18
歳
に
な
る
日

以
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
お

子
さ
ん
、
ま
た
は
20
歳
未
満
で
一
定
の

障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
こ
と
で
す
。

!

～広げよう　地域に根ざした　思いやり～
５月12日氺は民生委員の日
民生委員をご存じですか？
　民生委員（児童委員を兼ねる）や児童福祉を専
門に担当する主任児童委員（以下、各委員）は、
厚生労働大臣や県知事から委嘱を受けた地域福祉
推進のリーダーとして、無報酬で活躍する民間ボ
ランティアです。福祉の問題等でお困りの際は、
地区の各委員にご相談ください。
各委員はこんな仕事をしています
○福祉に関する調査や情報の提供
○介護に関する相談
○高齢者世帯への訪問、見守り活動
○子育ての仲間づくり
○いじめの防止や児童虐待の予防
○地域の安全確認
○行政サービスの説明など　
※各委員は法律で秘密を守ることが義務付けられ

ていますので、お気軽にご相談ください。

Ｄ社会福祉課☎２５－５２０４

災害時要援護者支援制度（市報３月号７
ページ掲載）により、地域の民生委員が申

請書を持って「災害時要援護者」の対象と考え
られる方のお宅を訪問します。登録を希望され
る方は、必要事項を記入して、民生委員にお渡
しください。

!

お子さんへの
福祉手当・福祉医療費の

ご案内
該当する場合は申請し
てください。なお、す
でに受給中の方は新た
に申請する必要はあり
ません。
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学校給食費の助成

４月から始まる子育て支援制度

母子家庭自立支援給付金制度のご案内

子ども手当 こども医療費
　中学校修了までのお子さんを養育しているすべての方へ
の支給制度が始まります。
対　象　住民基本台帳および外国人登録原票に登録されて
いる方で、中学校修了までのお子さんを養育する主たる生
計維持者
支給額　お子さん１人につき月額13，000円
支給月　６月・10月・２月の年３回（前月までの４か月分

を支給）
申請の必要がある方
①今まで高額所得等で児童手当が受給できなかった方
②所得の未申告等の理由により児童手当が停止されてい

る方
③中学２・３年生のお子さんがいる方
※すでに児童手当を受給中の方は、申請の必要はありま

せん。
申請方法　支給対象者の健康被保険者証の写しと預金通帳
および印鑑を持参し、下記窓口で申請してください。
※中学２・３年生のお子さんがいるご家庭には、市内の学

校を通じて４月下旬に申請書を配布します。
申請期限　９月30日㈭
※対象者がこの「子ども手当」を受け取る前に、全部また

は一部を市へ寄附することができます。不明な点等は
お問い合わせください。

Ｅ・Ｄこども課☎２５－５２０６
吉田・大滝・荒川総合支所市民福祉課
　吉田☎７２－６０８２
　大滝☎５５－０８６５
　荒川☎５４－２１１６

　母子家庭の母親が、能力開発のための講座を受講する際ま
たは看護師等の資格取得のための養成機関で修業する際に支
給します。

＜母子家庭自立支援教育訓練給付金＞
対　象　次の条件をすべて満たす方
・市内に住所を有し、児童扶養手当支給対象水準の母子世帯

であること
・雇用保険法による教育訓練給付を受けていないこと
・教育訓練を受けることが適職につくために必要であること
対象となる講座
　次のいずれかに該当するもの
①雇用保険制度の教育訓練給付の指定訓練講座
②就業に結びつく可能性の高い講座で国が別に定める講座
③その他、①・②に準じ、市長が地域の実情に応じて対象と

する講座
支給額　講座終了後に、対象講座の受講料の40％相当額を支
給（８千円以上～20万円を上限）
※講座を受講する際は、必ず事前にご相談ください。現在受講

している講座は支給対象外となりますのでご注意ください。

　支給対象の年齢を中学３年生までに拡大しました！
　新規対象者で申請が済んでいる中学生と、資格のあった
小学生には受給資格証を郵送しました。
　平成７年４月２日生まれ以降のお子さんがいる方で、手
続きがお済みでない方は申請してください。
対　象　市内に住んでいる満15歳に達した日以降の最初の
３月31日までのお子さんで、住民基本台帳に登録されてい
る方および外国人登録されている方
※ひとり親家庭等医療費・重度心身障害者医療費を受給さ

れている方は対象になりません。
支給内容　各医療保険制度における医療費の一部負担金

（ただし、高額療養費・附加給付金・入院時食事療養標準
負担額は除く）
※医療保険が変わったときは、必ず変更届を提出してくだ

さい。
Ｅ・Ｄ左記の「子ども手当」と同じ

　小中学校に在学する２人目以降の児童・生徒のいる保護
者に対し、給食費の一部を助成します。
　なお、給食費はこれまでどおり納入していただき、次の
スケジュールに基づき、給食費相当分を助成します。
助成のスケジュール
●４月～９月分：10月以降に申請書の送付→申請書の受
付・認定→12月末までに振込と結果通知
●10月～翌年３月分：４月に申請書の送付→申請書の受
付・認定→５月末までに振込と結果通知
※給食費に滞納のある場合はこの助成を受けられません。

申請方法等の詳細は後日お知らせします。
Ｄ保健給食課☎２２－２４４３

＜母子家庭高等技能訓練促進費＞
対　象　次の条件をすべて満たす方
・市内に住所を有し、児童扶養手当支給対象水準の母子世帯

であること
・養成機関において２年以上のカリキュラムを修業し、対象

資格の取得が見込まれること
・仕事または育児と修業の両立が困難であること
対象となる資格　
　看護師、介護福祉士、保育士、理学療法士、作業療法士等
の国家資格
支給額
●高等技能訓練促進費
・非課税世帯月額　141，000円
・課税世帯月額　　 70，500円
※平成24年３月31日までに修業を開始した方は、申請月から

修業全期間分を支給します。
●入学支援修了一時金（卒業後に支給します。）
・非課税世帯　50，000円
・課税世帯　　25，000円
Ｄ社会福祉課☎２５－５２０４

自動車の後部座席も、必ずシートベルトを着用しましょう！
交通安全標語　「子の成長　願う心と　チャイルドシート」7



2010年4月号

名　

称　

変　

更

市民生活部 ➡ 市民部

かえで包括支援センター ➡ 吉田地域包括支援センター
さくら包括支援センター ➡ 大滝・荒川地域包括支援センター
やすらぎの丘管理事務所 ➡ 聖地公園管理事務所
地域エネルギー・環境対策課 ➡ 環境立市推進課
林業振興課 ➡ 森づくり課
農業振興課 ➡ 農政課
秩父環境衛生センター清流園 ➡ 清流園
観光振興課 ➡ 観光課

浄水センター ➡ 浄水課

統　
　
　
　
　

合

包括支援センター
けやき包括支援センター ➡ 秩父地域包括支援センター

工業振興課
商業振興課 ➡ 商工課

道路課
ダム河川課 ➡ 道づくり河川課

まちづくり課
公園課 ➡ 都市計画課

建築住宅課
教育施設課 ➡ 建築住宅課

議会事務局　庶務課
　　　　　　議事課 ➡ 議会事務局

新　

設

ふるさと学習センター設立準備室
（財務部）

診療情報管理室／地域医療連携室
（市立病院）

分　

割

環境農林部 ➡ 環境部ほか

課税課 ➡ 市民税課
資産税課

社会福祉課 ➡ 社会福祉課
障がい者福祉課

管理用地課 ➡ 道路管理課
用地課

①
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
政
策
、
全
庁
的

政
策
課
題
に
対
応
す
る
組
織
強
化

　

部
や
課
を
一
部
改
編
・
新
設
し
、
社

会
情
勢
の
変
化
や
政
策
課
題
に
、
よ
り

対
応
し
や
す
い
組
織
へ
と
強
化
を
図
り

ま
し
た
。

市役所の
組織改正を行いました

　市では、４月１日から組織機構の一
部を改正しました。
　主な内容は次のとおりです。

　

こ
れ
ま
で
国
の
所
管
省
庁
に
合
わ
せ

て
分
か
れ
て
い
た
組
織
を
一
元
化
す
る

こ
と
で
、
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
に
事

業
を
推
進
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

■
道
路
整
備

　

市
道
・
森
林
管
理
道
・
農
道
・
河
川

に
関
す
る
事
務
を「
道
づ
く
り
河
川
課
」

に
一
元
化

■
生
活
排
水
処
理

　

下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
・
浄
化
槽

に
関
す
る
事
務
を
「
下
水
道
課
」
に
一

元
化

　

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
の
各
総
合
支
所

長
が
管
内
の
総
合
調
整
機
能
を
発
揮
し
、

さ
ら
に
総
合
支
所
枠
予
算
を
新
設
す
る

②
道
路
整
備
行
政
、
生
活
排
水
処

理
行
政
の
一
元
化

③
総
合
支
所
の
権
限
強
化

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
地
域
振
興
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
進
め
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
や
職
員
数
の
減
少

が
続
く
中
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
と
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
両
立
さ
せ
て
い
く

た
め
、
新
設
・
分
割
・
統
合
に
よ
る
体

制
強
化
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
名
称
へ

の
変
更
な
ど
、
市
民
目
線
に
立
っ
た
改

編
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
担
当
事
務
の
一
部
を
移
管

し
ま
し
た
。（
例
え
ば
、
文
化
振
興
に

関
す
る
事
務
を
、
ふ
る
さ
と
創
造
課
か

ら
生
涯
学
習
課
へ
移
管 

な
ど
）

※
組
織
改
正
に
よ
り
、
本
庁
舎
・
歴
史

文
化
伝
承
館
の
配
置
が
配
置
図
の
と

お
り
一
部
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｄ
政
策
行
革
課
Ａ
22
Ｃ
２
２
０
２

④
市
民
目
線
に
立
っ
た
組
織
へ

の
改
編

＜本庁舎＞
５階 議　場　　委員会室

４階 議会事務局　

３階
市　民　部　市民生活課
監査委員事務局　選挙管理委員会　公平委員会
固定資産評価審査委員会

２階

市　長　室　政策行革課　秘書課　広報広聴課
　　　　　　ふるさと創造課
総　務　部　総務課　人事課　危機管理課
　　　　　　情報政策課　工事検査課
財　務　部　財政課　管財課　市民税課
　　　　　　資産税課　収納課　契約課
　　　　　　ふるさと学習センター設立準備室

１階

市　民　部　市民課　パスポートセンター　
健康福祉部　社会福祉課　障がい者福祉課
　　　　　　高齢者介護課　こども課
医療保険年金局　地域医療対策課　保険年金課
　　　　　　　　秩父地域包括支援センター
会計管理者　会計課

４月１日からの部課配置図

今回の組織改正による新設・分割・統合・名称変更のあった部課

■：変更点

＜第２庁舎（歴史文化伝承館）＞
５階 地域整備部　都市計画課　建築住宅課　

４階
地域整備部　道路管理課　用地課
　　　　　　道づくり河川課　

３階
環　境　部　環境立市推進課　森づくり課
　　　　　　下水道課

２階
教育委員会事務局　教育総務課　学校教育課
　　　　　　　　　保健給食課　文化財保護課　

１階

環　境　部　生活衛生課
市　民　部　中央公民館・勤労青少年ホーム
産業観光部　商工課　観光課　農政課
農業委員会

※生涯学習課：芸術文化会館内（大宮794－６）☎23－2294
※市民スポーツ課：スポーツ健康センター２階（下影森924－１）へ☎25－5230

今月の防災・防犯話し合いテーマ
家族全員の連絡先を知っておきましょう！ 8



市税等の納付は便利な口座振替で！
　市税等（市県民税、固定資産税・都市計画税、
軽自動車税、国民健康保険税）は便利な口座振替
による納付をおすすめします。口座振替ができる
金融機関や申込方法については、収納課へお問い
合わせください。
　なお、14ページに「平成22年度納期のお知らせ」
を掲載していますのでご利用ください。
Ｄ収納課　☎２２－２２１０

市長　久喜　邦康

以
和
為
貴

「
和
を
以も

っ
て
貴た

っ
と

し
と
な
す
」

　

春
４
月
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
入
生
、
新

入
社
員
、
新
入
職
員
･
･
･
。
真
新
し
い
制
服
や
ス
ー
ツ
を

着
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
顔
ぶ
れ
が
目
立
つ
季
節
で
す
。
厳
し
い

社
会
情
勢
で
す
が
、
未
来
へ
向
け
大
き
な
夢
、
目
標
を
持
っ

て
ス
タ
ー
ト
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
秩
父
市
は
埼

玉
県
か
ら
「
環
境
み
ら
い

都
市
」
に
認
定
さ
れ
、
先

月
23
日
に
さ
い
た
ま
市
の

知
事
公
館
で
、
私
が
直
接
知
事
か
ら
認
定
書
を
い
た
だ
い
て

き
ま
し
た
。「
環
境
み
ら
い
都
市
」
は
先
進
的
に
地
球
温
暖

化
対
策
に
取
り
組
み
、
他
の
模
範
と
な
る
市
町
村
が
認
定
さ

れ
る
も
の
で
、
今
回
、
川
越
市
、
戸
田
市
と
と
も
に
県
内
３

市
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
秩
父
市
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用

な
ど
豊
富
な
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
積
極
的
に
利
用
で
き

る
環
境
を
整
備
し
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
資
源
循
環
型
社
会

を
目
指
す
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

認
定
書
の
交
付
式
前
に
、
上
田
知
事
に
は
秩
父
市
の
環
境

対
策
等
の
現
状
を
お
話
し
、
今
後
の
取
り
組
み
へ
の
支
援
と

協
力
を
お
願
い
し
て
き
ま

し
た
。
埼
玉
県
の
中
で
も

広
大
な
森
林
と
清
ら
か
な

水
を
持
つ
秩
父
市
は
、
環

境
資
源
の
宝
庫
で
あ
り
、

こ
の
地
域
特
性
を
活
か
し

た
環
境
へ
の
先
進
的
技
術
革
新
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

環
境
対
策
を
産
業
と
し
て
発
展
さ
せ
、
日
本
の
環
境
先
進

地
と
し
て
地
域
全
体
の
活
性
化
に
繋
げ
る
「
環
境
立
市 

秩

父
」
を
目
指
す
。
ま
さ
に
未
来
へ
の
大
き
な
目
標
へ
向
け
た

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
す
！

～
環
境
み
ら
い
都
市
～

と　　　　き と　こ　ろ
４月21日

㈬
午前９時～10時 吉田総合支所

午前11時～11時30分 市役所本庁舎１階
５月26日

㈬
午前９時～10時 大滝総合支所

午前11時～11時30分 市役所本庁舎１階
※日程は変更される場合がありますので、ご確認ください。
Ｄ秘書課　☎２２－２２０１

３・４月の市民課窓口は大変混み合います。住民票・印鑑証明書の発行は土・日の窓口でも
行っていますので、ご利用ください。!

平日夜間窓口 最終日曜窓口 休日窓口（注 ）
４月８日・22日

５月13日 ４月25日 ４月25日を除く
土・日曜・祝日

午後５時15分～
７時15分

午前８時30分～
午後５時15分

市民課・保険年金課・こども
課・収納課 市民課（総合窓口）

①戸籍の届書の預かり
②戸籍謄本、住民票の写し、所得課

税証明書等の発行
③転入、転出、転居届等の受付
④印鑑登録および印鑑証明書の発行
⑤納税と納税相談の受付
⑥国民健康保険、国民年金、高齢

者医療に関する業務
⑦保育所、児童手当、子育て支援

等に関する業務
⑧パスポート交付業務
　（最終日曜窓口では午前９時～午後４時30分）

①戸籍の届書の預かり
②住民票の写し、印鑑

証明書や所得課税証
明書等の発行

③市への納入金預かり
④死亡届に関する業務
※上記の業務以外は行

いません。

※最終日曜窓口・休日窓口の正午～午後２時は大変混雑するため、手
続きにお時間をいただくことがあります。ご了承ください。

市
Ｈ
Ｐ
「
市
長
ブ
ロ
グ 

～
よ
う
こ
そ
！ 

市
長
室
へ
～ 

」
鋭
意
更
新
中
！　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　市民の皆さんとの意見交換会「ハートで語ろう！ 
ふらっとミーティング」を次の日程で開催します。
　市長、副市長が、皆さんからの“声”を直接お聴
きしますので、お気軽にお越しください。
■影森・浦山地区 ⇒ ４月28日㈬（影森公民館）
■秩一・花の木・西・南小学校区域
　　⇒ ５月26日㈬（歴史文化伝承館）
※各会場の開会は午後７時です。
Ｄ広報広聴課☎２２－２５０５

日 月 火 水 木 金 土
４/４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 ５/１
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
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2010年4月号

主なイベント案内

芝桜写真コンクール

■芝桜まつり期間中　「芝桜の丘」隣接会場で
「秩父路の特産市」を開催
■４月17日～５月５日（土・日・祝日のみ）
　ボランティアガイドによる、まちなかへの観
光案内「ちちぶまちなか散歩」を実施
■４月1₉日㈪
　芝桜の色の効果を学ぶ「カラーセラピー教室」

■４月2₉日～５月５日　点在する会場を巡り、
地元で陶芸や染色、ガラスなどの創作活動を
行っている方々の作品を楽しむアート＆クラフ
ト展
■４月18日～５月５日（土・日・祝日のみ）
　妙見の森公園で「郷土芸能特別公演」
■５月３日（月・祝）
　番場通りで「秩父屋台囃子20連太鼓」
■開花期間中　ちちぶ銘仙館では、企画展や和
楽の演奏、野

の

点
だ て

などの「春の銘仙館まつり」
※秩父まつり会館や大滝温泉など、市内の観光

施設を巡るスタンプラリーも実施します。

ま
ち
な
か
無
料
バ
ス
を
運
行

　

羊
山
公
園
第
一
駐
車
場
（
次
ペ
ー
ジ

の
地
図
参
照
）
と
妙
見
の
森
公
園
（
秩

父
神
社
前
）
の
間
に
お
い
て
、
ま
ち
な

か
無
料
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

運
行
期
間　

４
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
・

29
日
（
木
・
祝
）
～
５
月
５
日
（
水
・
祝
）

　

有
料
区
域
か
ら
出
た
場
合
は
、
再
入

園
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

芝
桜
総
合
ダ
イ
ヤ
ル
の
ご
利
用
を
！

　

芝
桜
の
丘
の
概
要
や
交
通
渋
滞
対
策
、

入
園
料
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を
音
声
案

内
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

　

Ａ
22
Ｃ
２
８
１
６

※
詳
し
い
情
報
は
、
観
光
Ｇ
「
秩
父
観

光
な
び
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｄ
観
光
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
０
９

期　

間　

５
月
10
日
㈪
ま
で
の
う
ち
花

の
見
ご
ろ
の
期
間

開
園
時
間　

午
前
８
時
～
午
後
５
時

※
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た

は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
は
無
料
と
な
り

ま
す
。「
芝
桜
の
丘
」内
の
入
園
券
販

売
場
に
手
帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
満
75
歳
以
上
の
方
は
、
入
園
券
販
売

窓
口
に
、
住
所
・
年
齢
等
が
確
認
で

き
る
も
の
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｄ
都
市
計
画
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
１
７

　

芝
桜
の
観
賞
に
お
越
し
に
な
っ
た
方
に
、ま
ち
な
か
観
光
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、

秩
父
の
魅
力
を
よ
り
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
年
も
５
月
５
日
（
水
・
祝
）
ま

で
「
芝
桜
ま
つ
り
」
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
ま
す
。

芝
桜
開
花
期
間
中
の

イ
ベ
ン
ト
案
内

「芝桜の丘」では・・・

まちなかでは・・・

「芝桜の丘」は
有料です！

開花期間中
次
ペ
ー
ジ
の
無
料
入
園
券
引
換
券

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
切
り
取
っ

て
、
入
園
券
売
場
に
持
参
の
う
え
、
無

料
入
園
券
と
引
き
換
え
て
く
だ
さ
い
。

!

「芝桜の丘」入園料

区　分 個人 団　体

一 　 般 300円 １人につき
250円市外75歳以上 250円

市民75歳以上 無　料

中 学 生 以 下 無　料

※「一般」：中学生およびこれに
相当する方を除く満15歳以上
～75歳未満の方

※「団体」：入園料を支払う入園
者の数が20人以上の方々

　今年は、有料区域の拡大を行い、
隣接する「秩父路の特産市」のエリ
アを含めて有料区域となります。

　今年も「芝桜の丘」で撮影され
た作品で、未発表のものを対象と
して写真コンクールを行います。
サイズ　四ツ切またはワイド四ツ切

募集期間　５月10日㈪～６月11日㈮

応募方法　応募用紙に必要事項を記入のうえ、下

記へ郵送か窓口に持参（土・日は除く）

してください。

●入賞作品を対象とした展覧会を実施します。
と　き　７月１日㈭～25日㈰

ところ　歴史文化伝承館 歴史文化交流フロアー

Ｖ観光Ｇ「秩父観光なび」をご覧いただくか、

お問い合わせください。

Ｅ・Ｄ〒３６８－８６８６ 熊木町８－15

芝桜まつり実行委員会 （観光課内）

芝桜写真コンクール係あて☎２５－５２０９
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交
通
規
制
を
実
施
！

「
芝
桜
の
丘
」
開
花
期
に

■
交
通
規
制
時
の
臨
時
駐
車
場

　

臨
時
駐
車
場
を
利
用
さ
れ
る
際
は
、

駐
車
整
理
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。
駐
車

整
理
料
は
、
園
内
の
安
全
確
保
、
警
備

員
に
よ
る
交
通
整
理
、
駐
車
場
警
備
の

充
実
、
交
通
規
制
実
施
日
の
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
運
行
（
パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
）

等
の
運
営
費
用
に
あ
て
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。（
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
は
無
料
）

■
羊
山
公
園
内
臨
時
駐
車
場

　

交
通
規
制
実
施
日
以
外
の
日
は
、
羊

山
公
園
内
の
臨
時
駐
車
場
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
次
の
期
間
は
駐

車
整
理
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

と　

き　

５
月
９
日
㈰
ま
で
の
交
通
規

制
実
施
日
以
外
（
時
間
は
午
前
７
時
～

午
後
５
時
の
予
定
）

※
花
の
開
花
状
況
に
よ
り
変
更
あ
り

「
秩
父
市
民
羊
山
公
園
内
駐
車
場

利
用
券
」
は
市
報
３
月
号
９
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

!

臨時駐車場および駐車整理料

臨時駐車場 車　　種 収容台数 駐車整理料

ミ ュ ー ズ パ ー ク 乗用車（軽含む） 800台 無料

公設地方卸売市場 乗用車（軽含む） 450台 500円

南 小 学 校
乗用車（軽含む） 200台 500円

バイク 50台 200円
※ミューズパーク、公設地方卸売市場からは、羊山公園まで無料

シャトルバスを運行します。
※大型・マイクロバスは臨時駐車場へ駐車できません。バス専用

駐車場は、予約申込みが必要です。詳しくは、市ホームページ
をご覧ください。なお、乗用車（軽含む）、バイクの予約はあ
りません。

駐車整理料
バ
イ
ク

乗
用
車
（
軽
含
む
）

マ
イ
ク
ロ
バ
ス

大
型
バ
ス

車　
　
　

種

２
０
０
円

５
０
０
円

２
，
０
０
０
円

３
，
０
０
０
円

料　
　

金

※予約をしていない大型バス
は4,000円、マイクロバス
は2,500円になります。

■
市
役
所
駐
車
場
を
開
放
し
ま
す

　

交
通
規
制
実
施
日
に
あ
わ
せ
、
市
役

所
構
内
、
庁
舎
北
側
お
よ
び
看
護
学
校

裏
職
員
駐
車
場
を
開
放
し
ま
す
。（
た

だ
し
、
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。）

　

芝
桜
開
花
期
間
中
、
羊
山
公
園
を
利

用
さ
れ
る
方
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

Ｄ
市
民
生
活
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
０
０

秩父市役所

羊山公園第一駐車場

◆

※開花期間中の交通渋滞対策のため、交通規制の実施日（８
日間）については、羊山公園内の駐車場は使用できませ
ん。なお、地図中の 附近に警備員を配置しますので、
その指示にしたがってください。

　

交
通
規
制
実
施
日
（
４
月
24
日
～
５
月
５
日
の
土
・
日
・
祝
日
、

午
前
７
時
～
午
後
５
時
）
は
、
羊
山
公
園
内
駐
車
場
に
、
一
般
車

両
の
進
入
お
よ
び
駐
車
は
で
き
ま
せ
ん
。
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平成 22 年度
羊山公園「芝桜の丘」秩父市民無料入園券

引　換　券

※ この券を「芝桜の丘」内の入園券売場に持参のうえ、無
料入園券と引き換えてください。

※ 芝桜見ごろの有料期間にご利用いただけます。
　（開園時間　午前８時～午後５時）
※ この券の複製・コピーによる使用はできません。

有料期間中　１回限り有効（２人まで）
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料入園券と引き換えてください。

※ 芝桜見ごろの有料期間にご利用いただけます。
　（開園時間　午前８時～午後５時）
※ この券の複製・コピーによる使用はできません。

有料期間中　１回限り有効（２人まで）



2010年4月号

と　き　６月13日㈰午前８時15
分～10時40分歴史文化伝承館前
受付、午後４時ごろ終了予定（雨
天決行）
コースおよび定員
Ａコース　長瀞・岩畳を走る35㎞
コース（20人：事前申込み・先着順）
Ｂコース　七 福 神 を 走 る 56 ㎞
コース（20人：事前申込み・先着順）
Ｃコース　マップに基づくフ
リー走行（事前申込み・人数制
限なし：スタート時に各施設で
使える割引券をプレゼント）
※各コースとも、ちちぶサイクリ

ングマップ「クルル」で紹介し
ているコースです。詳しくは、
観光Ｇ「秩父観光なび」にて。

参加資格　健康で完走できる小学
５年生以上（小学生は保護者同
伴、18歳未満は保護者の同意が
必要）
参加費　Ａ・Ｂコース 3，000円
　　　　Ｃコース 1，000円
※ゴール後、お楽しみ抽選会実施
注意事項　ヘルメット着用（有料
のレンタルヘルメット有り、要事
前申込み）、整備済の自転車持参
Ｅ５月28日㈮までに☎・Ｂにて
Ｄ秩父サイクルトレイン実行委
員会事務局（観光課内）
☎２５－５２０９
Ｂ２５－０１３６

　今年も自転車を鉄道などの公
共交通機関を使用して運ぶ「輪

り ん

行
こ う

」を活用したサイクリングイ
ベントを行います。

～ご参加ください！～

第２回
輪行サイクリング

in秩父

平成22年度①
最
低
制
限
価
格
の
設
定

　

予
定
価
格
の
80
％
と
し
て
い
た
設
定

を
、
中
央
公
共
工
事
契
約
制
度
運
用
連

絡
協
議
会
モ
デ
ル
の
算
出
方
法
を
適
用

②
設
計
金
額　

公
表
し
て
い
な
か
っ
た

設
計
額
を
事
後
に
公
表

＜＜現行どおりの内容＞＞
●一般競争入札：原則、予定価格５千万

円以上を対象に実施（５千万円未満は、
原則、市内業者を優先に指名競争入札
の実施）

●低入札調査基準価格：原則、設定なし
（ただし、総合評価方式には適用）

●予定価格：事後公表
●現場代理人：原則、専任とし、市内業

者は条件付きで兼任可
●電子入札：４月から順次導入
●総合評価方式：秩父市独自の方式を実施
Ｖ市Ｇまたは契約課（☎25－5216）へ

（税込500万円以上）

Ｄ工事の内容…表中の工事担当課、契約関係…契約課　☎２５－５２１６

＜＜＜公共工事の入札結果＞＞＞

入札
契約
方法

契約日
【完成予定日】

事　　業　　名
【事業場所】

予定価格
【契約金額】
（税込/円）

率
（※）

契約業者 工事担当課

指　
　
　

名　
　
　

競　
　
　

争　
　
　

入　
　
　

札

２月１日
【３月24日】

「芝桜の丘」園路整備工事
【大宮地内】

8,211,000
【6,688,500】

81.46% ㈱山口組
都市計画課
☎25－5217

２月１日
【３月16日】

布里地区農業集落道舗装工事
【下吉田地内】

12,589,500
【10,080,000】

80.07% ㈱新井建設
吉田・地域振興課

☎72－6083

２月１日
【３月５日】

コテージテレビ共聴改修・据付工事
【秩父ミューズパークスポーツの森地内】

14,742,000
【14,175,000】

96.15% 共和電機㈱
ふるさと創造課

☎22－2823

２月８日
【３月24日】

高篠浄水場滅菌設備更新工事
【定峰地内】

9,492,000
【8,977,500】

94.58% ㈱ウォーターテック
水道部浄水課
☎23－6197

２月22日
【３月31日】

旧大滝幼稚園用地整備工事
【大滝地内】

6,625,500
【5,512,500】

83.20% ㈱萩原工務店
道づくり河川課

☎25－5213

２月22日
【３月24日】

秩父市辺地共聴施設整備調査設計業務
委託（浦山・大滝地区）【浦山・大滝地内】

6,762,000
【6,090,000】

90.06% マスプロ電工㈱
情報政策課
☎22－2204

２月22日
【３月24日】

市営影森グラウンド他照明施設設置工事
【上影森217番地１外】

6,972,000
【6,615,000】

94.88% ㈲アザミ電気
建築住宅課
☎25－5214

２月22日
【３月31日】

原谷256号線配水管布設工事
【黒谷地内】

7,738,500
【6,261,150】

80.91% ㈲茂木設備
水道部工務課
☎25－5222

２月22日
【３月24日】

ちちぶキッズパーク太陽光発電設備工事
【別所地内】

10,374,000
【9,450,000】

91.09% 共和電機㈱
都市計画課
☎25－5217

２月22日
【３月24日】

高篠中学校プール改修工事
【山田2647番地地内】

12,190,500
【10,500,000】

86.13% ㈱高橋組
建築住宅課
☎25－5214

随　

意　

契　

約

２月１日
【３月31日】

市道（幹線）51号線物件調査業務委託
【熊木町・野坂町・東町地内】

13,104,000
【12,600,000】

96.15% 武州測量㈱
用地課

☎25－5226

２月１日
【３月24日】

諏訪橋配水管添架工事
【小柱・蒔田地内】

14,700,000
【14,490,000】

98.57% ピーシー橋梁㈱
水道部工務課
☎25－5222

２月22日
【３月31日】

道路占用物管理システム緊急構築業務委託
【市内全域】

7,140,000
【7,140,000】

100.00% 東武計画㈱
道路管理課
☎25－5212

※印：指名競争入札の場合は「落札率」、随意契約の場合は「契約率」を表します。

SSSSSSS

入
札
制
度
が

 

変
わ
り
ま
す
！
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（
例
） 

ソ
ー
ラ
ー
発
電
・
耐
震
補
強
・

台
所
・
風
呂
・
ト
イ
レ
・
床
・
畳
・
天

井
・
ふ
す
ま
・
屋
根
・
外
壁
・
塀
・
物

置
・
車
庫
・
火
災
警
報
器
等

※
そ
の
他
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
過
去
に
こ
の
助
成
を
受
け
て
い
て
も
、

現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
さ
せ
る
工

事
（
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
建

物
）
や
ソ
ー
ラ
ー
（
太
陽
光
）
発
電

の
設
置
工
事
（
新
築
を
含
む
）
は
い

ず
れ
か
１
回
限
り
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
請
希
望
者
受
付
期
間

　

５
月
10
日
㈪
～
14
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

受
付
場
所　

市
民
生
活
課
、
吉
田
・
大

滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
定
員
を

上
回
っ
た
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

※
受
付
は
原
則
と
し
て
、
本
人
ま
た
は

ご
家
族
の
方
に
限
定
し
ま
す
。

※
申
請
希
望
（
お
よ
び
申
請
）
は
、
５

万
円
・
10
万
円
（
助
成
金
の
額
）
の

ど
ち
ら
か
１
回
限
り
で
す
。

Ｄ
市
民
生
活
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
０
０

　市民の皆さんが、自己居住用住
宅のリフォーム（改修）工事等を
行った場合に、その経費の一部を
助成します。

対
象
者

①
市
民
で
、
市
税
の
未
納
が
な
い
こ
と

②
市
で
実
施
し
て
い
る
他
の
助
成
・
補

助
等
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

③
過
去
に
助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

対
象
工
事

①
対
象
者
の
居
住
用
で
あ
り
、
過
去
に

助
成
対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
を
実
施
し
て
い
な
い
住
宅
の
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
等
で
あ
る
こ
と

②
市
の
登
録
市
内
施
工
業
者
に
行
わ
せ

る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
等
で
あ
る
こ
と

③
着
工
前
で
あ
る
こ
と
（
着
工
後
に
申

請
希
望
ま
た
は
申
請
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。）

④
住
宅
環
境
の
改
善
に
関
す
る
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
等
で
あ
る
こ
と

「
空
中
散
歩
」
も
う
ひ
と
つ
の
芝
桜
写

真
展
開
催
（
入
場
無
料
）

と　

き　

５
月
５
日
（
水
・
祝
）
ま
で

と
こ
ろ　

本
町
２
Ｃ
17

内　

容　
「
芝
桜
」
を
高
度
２
０
０
ｍ

か
ら
記
録
し
た
写
真
を
20
点
程
度
展
示

予
定
で
す
。
ま
た
、
空
か
ら
見
た
秩
父

の
四
季
を
映
像
に
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
ご
自

由
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

主　

催　

秩
父
モ
ー
タ
ー
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
ク
ラ
ブ

※
詳
し
く
は
、
小
林
（
Ａ
24
Ｃ
７
６
６

０
）
ま
で

ブ
ラ
ン
ド
館
通
常
営
業
内
容

◇
営
業
時
間 

午
前
11
時
～
午
後
５
時

　

イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
変
更
が
あ
り
ま
す
。

◇
定
休
日　

水
曜
日

◇
営
業
内
容　

喫
茶
・
軽
食
等

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
２
４
３
回

と　

き　

４
月
17
日
㈯
午
後
７
時
～

ナ
イ
ト
に
と
も
な
う
売
り
出
し
は
４
月

16
日
㈮
～
18
日
㈰
ま
で
の
３
日
間

★
み
そ
ポ
テ
ト
食
べ
く
ら
べ
大
会

埼
玉
Ｂ
級
グ
ル
メ
優
勝
み
そ
ポ
テ
ト
各

店
自
慢
の
味
付
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

★
ち
ょ
う
ど
イ
ー
ド
！

　

井
戸
水
（
武
甲
山
伏
流
水
）
を
手
動

ポ
ン
プ
で
汲
み
だ
し
、
量
を
競
い
ま
す
。

★
ジ
ャ
ン
ボ
熊
さ
ん
輪
投
げ
大
会

★
秩
父
一
シ
リ
ー
ズ

★
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
村

　

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
に
お
店
を
出
そ
う

　

参
加
者
も
募
集
中
！

Ｄ
Ａ
22
Ｃ
０
５
１
１
（
安
田
）

★
秩
父
屋
台
囃
子
実
演
会

★
福
引
大
会

【
ナ
イ
ト
開
催
時
に
福
引
き
会
場
へ
市

報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
の
福
引
き
に
一
回

（
お
一
人
様
一
枚
ま
で
）
参
加
で
き
ま

す
。】
市
報
は
お
返
し
し
ま
す
。（
景
品

は
な
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。）

　

詳
し
く
は
チ
ラ
シ
に
て
！

済

知
々
夫
ブ
ラ
ン
ド
館

「
小
菅
光
夫　

秩
父
の
地
芝
居
を
語
る
」

住宅リフォーム等の
資金助成！

助成額 税抜き工事費 募集件数

５万円
20万円以上

50万円未満
30件

10万円 50万円以上 135件

※工事費（消費税を除いた金額）は、申
請時に見積書の写し、完了時に領収
書の写しで確認します。工事完了時
に増額があっても、助成金額は変更
できません。また、下限を下回ってい
る場合は助成金を交付できません。

と　

き　

４
月
17
日
㈯
午
後
７
時
～

（
６
時
30
分
に
オ
ー
プ
ン
！
）

と
こ
ろ　
ポ
エ
ト
リ
ー
カ
フ
ェ
武
甲
書
店

（
東
町
21
Ｃ
１
）

☆
入
場
無
料
（
１
ド
リ
ン
ク
の
ご
注
文

を
お
願
い
し
ま
す
。）

★
小
菅
光
夫
油
彩
展
同
時
開
催

　

４
月
17
日
㈯
～
30
日
㈮

※
詳
し
く
は
、
坂
本
（
Ａ
24
Ｃ
２
８
１

３
）
ま
で

住宅エコポイントに関するお問い合わせは、住宅エコポイント事務局「ナビダイヤル」
☎０５７０－０６４－７１７（有料）へ（受付：午前９時～午後５時）13



2010年4月号

平
成

２
２

年
度

　
市

税
等

納
期

の
お

知
ら

せ
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
見

や
す

い
所

に
貼

っ
て

ご
利

用
く

だ
さ

い
。

税目等・納期限（口座振替日）

平
成

22年
平

成
23年

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10月
11月

12月
１
月

２
月

３
月

市
・

県
民

税
１

期
２

期
３

期
４

期
６

月
30日

㈬
８

月
31日

㈫
11月

１
日

㈪
１

月
31日

㈪

固
定

資
産

税
１

期
２

期
３

期
４

期
５

月
31日

㈪
８

月
２

日
㈪

12月
27日

㈪
２

月
28日

㈪

軽
自

動
車

税
１

期

５
月

31日
㈪

国
民

健
康

保
険

税
１

期

８
月

２
日

㈪

２
期

８
月

31日
㈫

３
期

９
月

30日
㈭

４
期

11月
１

日
㈪

５
期

11月
30日

㈫

６
期

12月
27日

㈪

７
期

１
月

31日
㈪

８
期

２
月

28日
㈪

後
期

高
齢

者
医

療
保

険
料

介
護

保
険

料
特別徴収（年金天引）

市
・

県
民

税

該
当
と
な
っ
た
税
目
等
に
つ
い
て
の
み
、

４
月
・
６
月
・
８
月
・
10月
・
12月
・
２
月
の
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
に
よ
る
納
付
と
な
り
ま
す
。

国
民

健
康

保
険

税

後
期

高
齢

者
医

療
保

険
料

介
護

保
険

料

休
日

納
税

窓
口

（
本

庁
の

み
）

（
毎

月
最

終
日

曜
日

）
４

月
25日

５
月

30日
６

月
27日

７
月

25日
８

月
29日

９
月

26日
10月

31日
11月

28日
12月

26日
１

月
30日

２
月

27日
３

月
27日

◎
夜

間
納

税
窓

口
を

毎
月

第
２

・
第

４
木

曜
日

（
休

日
の

場
合

は
前

日
）

に
開

設
し

て
い

ま
す

の
で

、
ご

利
用

く
だ

さ
い

。（
午

後
５

時
15分

～
７

時
15分

：
本

庁
の

み
）

◎
口

座
振

替
を

ご
利

用
の

方
は

、
納

期
限

の
日

に
振

り
替

え
ま

す
の

で
、

預
貯

金
の

残
高

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
◎

納
め

忘
れ

の
な

い
口

座
振

替
の

ご
利

用
を

お
す

す
め

し
ま

す
。

◎
納

付
方

法
に

つ
い

て
は

、
納

税
通

知
書

・
決

定
通

知
書

等
で

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

問
い

合
わ

せ
◦

市
税

等
の

納
付

に
関

す
る

こ
と

 
◦

市
・

県
民

税
、

国
民

健
康

保
険

税
、

軽
 

　
自

動
車

税
等

の
課

税
に

関
す

る
こ

と
 

◦
固

定
資

産
税

の
課

税
に

関
す

る
こ

と
 

◦
後

期
高

齢
者

医
療

保
険

に
関

す
る

こ
と

 
◦

介
護

保
険

に
関

す
る

こ
と

収
納

課
　

　
　

　
☎

２
２

－
２

２
１

０
市

民
税

課
　

　
　

☎
２

２
－

２
２

０
９

資
産

税
課

　
　

　
☎

２
５

－
６

０
７

６
保

険
年

金
課

　
　

☎
２

５
－

５
２

０
１

高
齢

者
介

護
課

　
☎

２
５

－
５

２
０

５
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「にぃに♡とお兄ちゃんが大好きな
葵です。兄妹仲良く元気に育ってね」

（大野原）

小池　葵
あおい

 ちゃん

　１～１歳半程度のお子さんの写真を同封し、住所・保護者の方とお子さんの名前・電話番号・生年
月日とコメントを明記のうえ、市役所広報広聴課（〒368-8686　熊木町８－15）までお送りください。
　抽選に漏れた方も、２歳になる月までは翌月の抽選に繰り入れ、再抽選しています。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

「じぃじ、ばぁば、またお散歩に
連れて行ってね♡」

（久　那）

髙橋　昂
こう

雅
が

 くん

「いいお顔が上手♥」

（黒　谷）

三上　莉
り な

菜 ちゃん

「僕、まーくん。
し・・・・・ょうえいじゃないよ!」

（上吉田）

中野　将
まさひで

英 くん

応 募 方 法

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒₃₆₈-₈₆₈₆　熊木町８－₁₅　市役所広報広聴課へ、必
ず官製はがきでお送りください。（４月末締切り分→６月号に掲載）１通に２首または２
句までで、１人１通のみとします。投稿の際、住所・氏名は、作品の左側に書いてください。

　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。
　市民文芸または選者へのご意見・ご感想等は、市役所広報広聴課あてにお送りください。

３月号 俳句のルビの表記が誤っていました。
お詫びして訂正いたします。
須田様の作品
　正「山間（やまあい）」　　　誤「山間（あまあい）」
高橋様の作品
　正「雪催い（ゆきもよい）」　誤「雪催い（ゆきよもい）」

（
評
）句
の
仕
立
て
に
は
「
一
句
一
章
」
と
「
二
句
一
章
」
が
あ
り
ま
す
。
黒
沢
さ
ん
の
「
春
の
雪
」、福
田
さ
ん
の
「
ま
ん
さ
く
」

は
、
一
句
の
中
で
独
立
し
て
い
ま
す
の
で
「
二
句
一
章
」
の
句
で
す
。
他
の
方
の
句
は
、
お
お
む
ね
一
つ
の
物
語
の
よ
う
に
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
「
一
句
一
章
」
の
句
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
一
句
一
章
」
の
句
は
、
比
較
的
作
り
や
す
い
の
で
す

が
、
季
語
の
説
明
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
今
、
歴
史
文
化
伝
承
館
に
お
い
て
「
梅
ま
つ
り
」
の
応
募
作
品
展
を
、
４
月
20
日
㈫
ま
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

よ
く
伸
び
る
ピ
ッ
ザ
の
チ
ー
ズ
春
の
雪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
野
原　

黒
沢　

一
登

ま
ん
さ
く
や
子
の
ご
と
く
抱
く
も
ら
い
猫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
生
町　

福
田　

み
つ

月

光

に

照

り

連

な

り

て

崖

氷

柱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
川
白
久　

新
井　
　

恵

目
こ
ぼ
し
と
い
う
幸
に
生
き
ふ
き
の
と
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

田　

町
田
ヨ
ウ
子

面
は
ず
し
熱
き
息
吐
く
鬼
や
ら
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
宮
地
町　

野
﨑　

麻
衣

杉
木
立
雪
を
留と

ど

め
て
た
じ
ろ
が
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
町　

岩
田
巻
太
郎

春

立

ち

て

朝

な

夕

な

の

物

忘

れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
影
森　

山
口
千
代
子

梅
散
り
て
大
地
に
色
を
残
し
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
田
町　

加
藤
し
げ
子

青

き

踏

む

霊

園

に

供く

げ花

携

へ

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　

町　

田
村　

喜
平

晩

酌

に

旬

の

ひ

と

し

な

蕗ふ
き

の

薹と
う　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

栃　

谷　

竹
村
善
三
郎

大
野
ひ
ろ
志　

選

俳
　
　
　
句

（
評
）
　
江
田
さ
ん
、
水
底
の
月
と
菜
の
花
、
春
の
宵
の
情
景
を
巧
み
に
ま
と
め
ま
し
た
。
内
田
さ
ん
、
思
い
出
を
詠
い
な
が
ら
、

作
者
の
想
い
は
今
現
在
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
傑
作
を
投
稿
さ
れ
る
内
田
さ
ん
で
す
。
江
原
さ
ん
、
い
か
に
も
秩
父

の
風
景
が
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
雪
を
頭
に
の
せ
た
石
仏
が
見
え
て
き
ま
す
。
中
野
さ
ん
、針
が
持
て
る
喜
び
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

手
作
り
の
物
を
喜
ぶ
孫
、
曾
孫
の
存
在
も
う
れ
し
い
で
す
。
設
楽
さ
ん
、
発
表
の
機
会
が
あ
る
か
ら
練
習
も
楽
し
ん
で
で
き
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

水
底
に
動
か
ざ
る
月
し
ず
ま
せ
て
暮
れ
て
な
を
あ
る
菜
の
花
あ
か
り 

下
影
森　

江
田　

清
二

戦
後
わ
が
訪
ね
し
雪
の
十
日
町
君
も
祭
り
も
眩
し
か
り
し
よ 

中　

町　

内
田　

定
男

臘
梅
の
香
に
誘
わ
れ
坂
道
を
登
り
て
会
え
る
雪
の
御
仏 

大
畑
町　

江
原　

謙
一

孫　

曾
孫
の
喜
ぶ
顔
が
嬉
し
く
て
目
薬
注
し
て
今
日
も
針
持
つ 

上
吉
田　

中
野　

兼
子

練
習
に
練
習
重
ね
て
大
正
琴
い
ざ
幕
開
け
ば
指
の
動
か
ず 

小　

柱　

設
楽　

キ
マ

眠
れ
ぬ
夜
深
夜
の
ラ
ジ
オ
は
早
春
賦
春
待
つ
我
の
心
の
は
ず
む 

上　

町　

島
崎　

敏
子

還
暦
を
迎
へ
し
吾
の
身
を
案
じ
薬
草
託
す
卒
寿
の
母
は 

山　

田　

武
藤　

圭
子

娘
の
手
を
取
り
ヴ
ァ
ー
ジ
ン
ロ
ー
ド
歩
み
た
る
過
ぎ
し
喜
び
独
り
思
う
日 

下
吉
田　

関　

清
一
郎

山
間
を
縫
っ
て
聞
こ
ゆ
る
笛
太
鼓
笠
鉾
見
え
来
る
山
田
の
祭
り 

栃　

谷　

竹
村
善
三
郎

坪
庭
に
出
し
た
る
梅
の
盆
栽
に
蕾
ふ
く
ら
み
主
人
待
ち
お
り 

三　

峰　

千
島
サ
マ
井

新
井　

悦
子　

選

短
　
　
　
歌

秩父市ホームページ　バナー広告募集中！　詳しくはこちら　秩父市 検索 クリック！
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2010年4月号
図書館ホームページアドレス　　https://library.city.chichibu.lg.jp（パソコン用）
　　　　　　　　　　　　　　　https://library.city.chichibu.lg.jp/i/ihome.html（携帯電話用）

秩父図書館
（午前10時～午後６時）
上町３－６－２７
☎２２－０９４３

荒川図書館
（午前９時～午後５時）
荒川日野６６－２
☎５４－１０３４

秩父図書館吉田分館
（午前９時～午後５時）
下吉田６５６９－１
☎７７－１１００

秩父図書館大滝分館
（午前９時～午後５時）
大滝９４５
☎５５－００３３

４・５月の休館日 Ｐ秩父　Ｑ吉田
Ｒ大滝　Ｓ荒川

　

今
井
美よ

し
ゆ
き行

様
（
今
井
歯
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
）
か
ら
、
市
へ
著
書
﹃
マ
マ
に
な
る

前
に
知
っ
て
お
き
た
い 

お
っ
ぱ
い
と

お
口
の
話
﹄
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
各
図
書
館
・
分
館
、保
健
セ
ン
タ
ー

等
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
」
を
お
持
ち

の
方
で
、
転
出
・
転
居
な
ど
で
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
等
が
変
わ
っ
た
と
き

は
、
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

日 月 火 水 木 金 土
４/４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

　Ｒ
ＰＳ
Ｑ　 　Ｒ

11 12 13 14 15 16 17

　Ｒ
ＰＳ
Ｑ　 　Ｒ

18 19 20 21 22 23 24

　Ｒ
ＰＳ
Ｑ　 　Ｒ

25 26 27 28 29 30 ５/１

　Ｒ
ＰＳ
Ｑ　

　
ＱＲ

Ｐ　
　　 　Ｒ

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

　Ｒ
　Ｓ
ＱＲ

　
ＱＲ

　
ＱＲ

Ｐ　
　　 　Ｒ

９ 10 11 12 13 14 15

　Ｒ
ＰＳ
Ｑ　 　Ｒ

秩父図書館の催しもの
●絵本相談日
　４月27日㈫、５月25日㈫
　午前10時～正午
●おはなし会（約40分）
　４月24日㈯、５月８日㈯
　・22日㈯午後２時～
荒川図書館の催しもの
●ピヨピヨタイム（約30分）
　４月13日㈫、５月11日㈫
　午前11時～
●おはなし会（約30分）
　４月24日㈯午後２時30分～

緊急・雇用労働相談
と　き　４月25日㈰
　　　　午前９時～午後４時受付
ところ　歴史文化伝承館１階商工課
※平日は「緊急雇用相談窓口」を

開設中！
Ｄ商工課☎２５－５２０８

各機関の労働相談・メンタルヘルス相談
●労働相談センター
さいたま市浦和区高砂３－15－１県庁第二庁舎１階
☎048－830－4522
電話相談：月～土曜、午前９時～午後５時

（火・木曜は午後８時まで）
産業カウンセラーによるメンタルヘルス相談：
毎週水曜、午後１時30分～４時30分（要予約）

●秩父地域振興センター（いずれも要予約）
秩父市東町29－20　☎24－1110
面接相談：月～金曜、午前８時30分～午後５時15分
弁護士による面接相談：第３木曜、午後２時～４時

●北部地域振興センター
熊谷市末広３－９－１　☎048－524－1110
産業カウンセラーによるメンタルヘルス相談：
毎月第３木曜、午後１時30分～４時30分（要予約）

●秩父地域産業保健センター
秩父市熊木町２－19　秩父郡市医師会内
☎23－2149
産業医によるメンタルヘルス相談：
毎月第３火曜、午後１時30分～３時（要予約）

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
35
歳
以
上
の
方

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
人
間
ド
ッ
ク
補
助
制
度

対　

象　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方

①
検
診
日
に
資
格
を
取
得
し
て
か
ら
６

か
月
以
上
経
過
し
て
い
る
方

②
検
診
日
に
満
35
歳
以
上
の
方

③
申
請
時
に
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納

し
て
い
る
世
帯
に
属
す
る
方

補
助
額　

２
８
，
０
０
０
円

　
　
　
　
（
同
一
年
度
内
１
回
限
り
）

補
助
方
法　
「
秩
父
市
国
民
健
康
保
険
人

間
ド
ッ
ク
検
診
利
用
券
」
を
交
付
し
ま

す
。
受
診
当
日
に
、
国
保
指
定
医
療
機

関
に
利
用
券
を
提
出
す
る
と
、
検
診
料

か
ら
補
助
額
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

定　

員　

１
か
月
に
つ
き
１
０
０
人

注
意
事
項　

今
年
度
40
歳
以
上
に
な
る
方

は
、
特
定
健
康
診
査
の
受
診
対
象
で
す
。

※
人
間
ド
ッ
ク
と
特
定
健
診
の
ど
ち
ら

か
１
つ
の
助
成
し
か
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Ｅ
受
診
を
希
望
す
る
国
保
指
定
医
療
機

関
に
あ
ら
か
じ
め
申
込
み
を
し
、
受
診

す
る
前
月
１
日
以
降
に
保
険
証
を
持
参

し
て
、
下
記
窓
口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

※
国
保
指
定
医
療
機
関
に
よ
り
検
査
費

用
が
異
な
る
た
め
、
予
約
の
際
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

●
特
定
年
齢
人
間
ド
ッ
ク

　

４
月
～
23
年
３
月
に
満
50
歳
・
満
60

歳
に
な
る
方
は
、自
己
負
担
が
２
，０
０

０
円
で
人
間
ド
ッ
ク
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対　

象　

①
検
診
日
に
６
か
月
以
上
市

内
に
在
住
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
被
保
険
者
の
資
格
を
有
す
る
方

②
申
請
時
に
市
税
お
よ
び
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
世
帯

に
属
す
る
方

補
助
金
額　

２
５
，
０
０
０
円
（
同
一
年

度
内
１
回
限
り
。
検
診
額
が
２
５
，
０

０
０
円
未
満
の
場
合
は
そ
の
金
額
）

Ｅ
人
間
ド
ッ
ク
検
診
料
の
領
収
書
、
検

診
結
果
表
の
写
し
、
印
鑑
を
持
参
し
、

左
記
窓
口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
込
の
た
め
、
金
融
機
関
名
と

口
座
番
号
の
記
入
が
必
要
で
す
。

Ｅ
・
Ｄ
保
険
年
金
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
０
１

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
Ａ
72
Ｃ
６
０
８
２

　

大
滝
Ａ
55
Ｃ
０
８
６
３

　

荒
川
Ａ
54
Ｃ
２
３
９
５

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方

検
査
項
目
（
全
項
目
受
診
が
条
件
）・

国
保
指
定
医
療
機
関
は
左
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

転
出
・
転
居
の
際
は
ご
連
絡
を
！
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対　

象　

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、

高
等
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学

校
（
１
年
以
上
の
就
学
過
程
に
限
る
）・

一
部
海
外
大
学
の
日
本
分
校
等
に
在
学

す
る
20
歳
以
上
の
学
生
が
対
象
で
す
。

た
だ
し
、
本
人
の
前
年
所
得
が
１
１
８

万
円
超
の
場
合
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
学
生
に
扶
養
親
族
が
い
る
場
合
、
限

度
額
は
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

引
き
続
き
制
度
を
受
け
る
場
合

　

申
請
は
年
に
一
度
必
要
で
す
が
、
前

年
度
に
承
認
を
受
け
、
引
き
続
き
同
じ

学
校
に
在
学
す
る
方
は
、
日
本
年
金
機

構
が
送
付
す
る
申
請
書（
は
が
き
形
式
）

国
民
年
金
保
険
料
が
後
払
い
で
き
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

に
記
入
し
、
埼
玉
事
務
セ
ン
タ
ー
へ
提

出
す
れ
ば
手
続
き
が
可
能
で
す
。

※
在
学
す
る
学
校
が
変
わ
っ
た
場
合
は

窓
口
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と

　

特
例
期
間
は
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
ま
た
障
害

基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
は
保
障
さ

れ
ま
す
が
、
申
請
が
遅
れ
る
と
受
け
ら

れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
る
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を

追
納
で
き
ま
す
が
、
２
年
度
以
降
は
経
過

年
数
に
応
じ
て
金
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

学
生
証
か
在
学

証
明
書
（
コ
ピ
ー
可
）・
年
金
手
帳
・
印
鑑

Ｅ
・
Ｄ
保
険
年
金
課
国
民
年
金
担
当

　
Ａ
22
Ｕ
２
２
１
１（
内
線
１
１
３
５
）

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
Ａ
72
Ｃ
６
０
８
２

　

大
滝
Ａ
55
Ｃ
０
８
６
３

　

荒
川
Ａ
54
Ｃ
２
３
９
５

Ｄ
秩
父
年
金
事
務
所
（
埼
玉
国
民
年
金

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
）
Ａ
27
Ｃ
６
５
６
１

※「労働相談・メンタルヘルス相談」については16ページをご覧ください。※相談日が祝日の場合はお休みとなります。

相談名 相　談　日 問い合わせ

子 育 て 月～金曜
９時～16時

秩父市子育て支援センター
☎22－7282 Ｂ22－7283
吉田子育て支援センター
☎77－1145 Ｂ77－1148

子どもについ
ての心配ごと

月～金曜
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課）☎25－5204

ＤＶについて 月～金曜
８時30分～17時15分

社会福祉課☎25－5204　※吉田・大滝・
荒川総合支所市民福祉課でも実施

身体・知的障がい
児（者）について

月～金曜
９時～18時

フレンドリー☎22－7785Ｂ22－7055
（身体障がい） ☎22－7045Ｂ21－
6705（知的障がい）土曜  ９時～16時

精神障がい者
に つ い て

月～金曜
９時～17時

生活支援センター「アクセス」
☎24－1025 Ｂ24－1026

障 が い 者 の
就 労・ 生 活

月～金曜
９時～18時

秩父障がい者就労支援センター
「キャップ」☎・Ｂ22－2870

い じ め・
不 登 校 等

ひまわり教室
月～金曜　９時～17時 ひまわり教室 ☎22－2228

やまなみ教室
月・水・金曜　９時～12時 やまなみ教室 ☎72－2030

法 律 毎月第２・４木曜
13時～16時　※要予約

秩父地域振興センター
☎24－7624

人 権
月～金曜　8時30分～17時15分

さいたま地方法務局
秩父支局 ☎22－0827人権擁護委員による相談

火曜（第5週を除く）９時～16時
内 職 月～金曜　９時～16時

ちちぶパートバンク
☎24－5222
商工課
☎25－5208

職 業
ちちぶパートバンク
月～金曜　９時～17時
吉田総合支所　
月曜　９時～16時30分

中小企業者向
け金融よろず

５/12㈬  13時～16時30分  ※前々日まで
に要予約　会場  伝承館５階第２会議室

商工課 ☎25－5208
（相談：埼玉県信用保証協会）

結 婚
いきがいセンター
５/８㈯　13時～16時
※要予約（先着８人）

秩父市社会福祉協議会
☎22－1514

心 配 ご と 福祉女性会館　５/20㈭　13時～16時

相談名 相　　　談　　　日 会　　場 相　　談　　員

法 律

５月６日㈭・５月20日㈭
10時～15時

秩父市役所
（3階相談室） 弁護士５月13日㈭

10時～15時 荒川総合支所

※電話で予約が必要です。
４月20日㈫午前９時から電話予約受付　各日先着10人

人 権

毎月第２・４水曜

13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

人権擁護委員４月21日㈬ 吉田総合支所
（振興会館）

５月19日㈬ 大滝総合支所

行 政

４月19日㈪
５月17日㈪

13時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

行政相談委員５月10日㈪ 吉田総合支所
（振興会館）

４月26日㈪
５月24日㈪ 大滝総合支所

５月10日㈪ 荒川総合支所
市 民 第２・４木曜　13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

市民相談員
消 費 生 活
（多重債務）

毎週月・火・水・金曜
９時～16時 消費生活相談員

行 政 手 続 ５月11日㈫　13時～15時 行政書士

登 記 ４月21日㈬・５月19日㈬
13時～15時

司法書士
土地家屋調査士

税 務 ５月10日㈪　10時～15時 税理士

土 地 建 物 ４月20日㈫・５月18日㈫
10時～15時 宅地建物取引主任者

暴力について ４月22日㈭・５月27日㈭
10時～15時 秩父警察署担当相談員

女 性 ４月27日㈫・５月25日㈫
13時～15時 市民生活課担当職員

労務・年金 ５月14日㈮　13時～15時 社会保険労務士

公 証 毎月第２・４火曜
９時30分～12時 公証人

上記相談に関する問い合わせ　市民生活課☎25－5200

人間ドック補助制度対象検査項目
一般理学的検査・身体計測・心電図検査・肺機能
検査・聴力検査・眼科系検査・腹部超音波検査･
尿一般検査・血液学的検査・血清学的検査・生化
学的検査・糞便検査・胸腹部X線検査・消化器系（食
道・胃・十二指腸）X線検査・面接
※がん検診等、オプション部分は自己負担です。

国保指定医療機関一覧（順不同）

埼玉医科大学病院 入間郡毛呂山町毛呂本郷38
☎049－276－1550

藤間病院総合健診 
システム

熊谷市末広２－138
☎048－522－0600

小鹿野中央病院 小鹿野町小鹿野300
☎75－2332

秩父病院 秩父市宮側町16－12
☎22－3022

秩父第一病院 秩父市中村町２－８－14
☎25－0311

あらいクリニック 秩父市本町１－18
☎25－2711

秩父生協病院 秩父市阿保町１－11　
☎23－1300

ライフサポート
クリニック

川口市弥平４－６－24
☎048－223－2576

皆野病院 皆野町大字皆野2031－１
☎62－6300

倉林外科胃腸科医院 秩父市黒谷305－２
☎23－0968

担当部署が不明の場合や“緊急”の場合は、「すぐやる担当」へご連絡を！
おきがるコール　☎２６－１１３３（専用電話）17
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当
地
区
で
は
宅
内
の
排
水
設
備
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
工
事
の
手
続
は
必
ず

「
秩
父
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」
で

す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
世
帯
人
数
が
変
動
し
た
場
合
、

「
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料
人

数
変
動
届
」
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｄ
下
水
道
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
１
８

　

４
月
か
ら
「
秩
父
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
訪
問
販
売
、

電
話
勧
誘
販
売
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

に
よ
る
通
信
販
売
、
身
に
覚
え
の
な
い

請
求
な
ど
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
、
製
品
事

故
、
多
重
債
務
に
関
す
る
相
談
等
を
、

専
門
の
消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜
午

前
９
時
～
午
後
４
時（
昼
休
み
を
除
く
）

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
３
階
相
談
室

Ｄ
市
民
生
活
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
０
０

　

外
来
生
物
法
で
特
定
外
来
生
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
捕
獲
の
際
に

は
、
各
猟
友
会
の
皆
さ
ん
が
、
市
の
許

可
を
掲
示
し
た
金
属
製
箱
わ
な
を
使
用

し
ま
す
。
危
険
で
す
の
で
絶
対
に
触
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

野
生
鳥
獣
（
ア
ラ
イ
グ
マ
・
ハ
ク
ビ

シ
ン
等
）
の
捕
獲
は
、
原
則
、
狩
猟
免

許
を
所
持
し
た
方
が
、
許
可
を
得
て
実

施
し
ま
す
。
許
可
な
く
捕
獲
し
た
場
合

は
、
鳥
獣
保
護
法
違
反
と
な
り
ま
す
。

実
施
時
期　

４
月
１
日
㈭
か
ら
１
年
間

※
ア
ラ
イ
グ
マ
の
目
撃
情
報
が
あ
り
ま

し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｄ
環
境
立
市
推
進
課
Ａ
22
Ｃ
２
３
７
８

　

今
年
度
か
ら
、「
バ
ス
共
通
カ
ー
ド
」

の
販
売
が
廃
止
（
７
月
31
日
㈯
ま
で
利

用
可
能
）
さ
れ
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を

対
象
と
し
た
「
バ
ス
回
数
券
」
購
入
代

金
の
一
部
補
助
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
65
歳
以
上
の
方

交
付
回
数　

同
一
年
度
内
２
回
ま
で

申
請
の
際
必
要
な
も
の　

保
険
証
・
免

許
証
等
、年
齢
・
住
所
等
の
わ
か
る
も
の

購
入
方
法　

市
民
生
活
課
で
利
用
券
を
受

け
取
っ
た
後
、
西
武
観
光
バ
ス
秩
父
営

業
所
で
利
用
券
を
提
出
し
、
３
，
０
０

０
円
の
バ
ス
回
数
券
を
購
入
し
て
く
だ

さ
い
。（
現
金
１
，
０
０
０
円
で
購
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

※
バ
ス
回
数
券
は
西
武
観
光
バ
ス
全
線

で
利
用
可
能（
ぐ
る
り
ん
号
も
含
む
）

Ｅ
・
Ｄ
市
民
生
活
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
０
０

対　

象　

市
内
在
住
満
70
歳
以
上
の
方

利
用
内
容　

は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

治
療
代
か
ら
２
，
０
０
０
円
を
割
引

利
用
期
間　

５
月
１
日
㈯
～
平
成
23
年
３

月
15
日
㈫（
利
用
回
数
は
年
３
回
ま
で
）

申
込
開
始
日　

４
月
30
日
㈮
か
ら

※
平
成
22
年
度
中
に
70
歳
に
な
る
方
は
、

そ
の
時
点
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｅ
・
Ｄ
高
齢
者
介
護
課

　
Ａ
22
Ｕ
２
２
１
１（
内
線
１
１
７
３
）

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
Ａ
72
Ｃ
６
０
８
２

　

大
滝
Ａ
55
Ｃ
０
８
６
５

　

荒
川
Ａ
54
Ｃ
２
１
１
６

Ｅ
・
Ｄ
５
月
10
日
㈪
～
平
成
23
年
２
月

28
日
㈪
ま
で
に
、
必
要
書
類
を
添
え
て

管
財
課
（
Ａ
22
Ｃ
２
２
０
８
）
へ

※
同
日
、
申
込
み
複
数
の
場
合
は
抽
選 Ｇ：ホームページを参照

１

市

有

地

の

売

却

４

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
開
設

６

ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
調
査
を
実
施

●売却物件（先着順）
所在地

（地目）
面 積

上宮地町4597番５
（宅地）
195.61㎡

価 格 1,330万円

※詳しくはＧまたは問い合わせにて

２
別
所
・
巴
川
地
区

農
業
集
落
排
水
を
供
用
開
始

３
「
お
出
か
け
楽
々
バ
ス
利
用
券
」

を
交
付

５

敬
老
は
り
・
灸
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
券
を
交
付

※市報掲載の広告は、あくまでも営業広告であり、市として推薦、公認、販売促進等を行っている
　ものではなく、内容について市が責任を負うものではありません。

広告
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●
４
月
か
ら
家
賃
を
減
額
し
ま
し
た
！

申
込
期
間　

４
月
21
日
㈬
～
30
日
㈮
（
土

・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
多
数
の
場
合
は
抽
選
、
募
集
戸
数
に
達

し
な
い
場
合
は
期
間
後
も
随
時
受
付

※
申
込
書
は
受
付
期
間
前
で
も
配
布

申
込
者
の
資
格

①
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と　
　

③
世
帯
の
総
収
入
月
額
が
15
万
８
千
円

以
上
48
万
５
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と

④
明
ら
か
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

⑤
申
込
者
本
人
を
含
め
た
同
居
世
帯
全

員
が
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と

●
一
般
幹
部
候
補
生

応
募
資
格　

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

（
22
歳
未
満
の
方
は
、
短
期
大
学
を
除

く
大
学
卒
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方
）

※
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
は
28
歳
未

満
の
方
と
し
ま
す
。

●
一
般
曹
候
補
生

応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　

５
月
10
日
㈪
ま
で

Ｄ
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
秩
父
地

域
事
務
所
Ａ
22
Ｃ
６
１
５
７

　

国
民
健
康
保
険
（
以
下
、
国
保
）
は
、

皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
保
険
制
度
で
す
。

他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
と

き
や
、
他
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

は
14
日
以
内
に
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
国
保
の
加
入
日
（
資
格
取
得

日
）は
、
届
出
日
で
は
な
く
、
他
の
健
康

保
険
の
喪
失
日
と
な
り
ま
す
。
国
保
税

も
、
加
入
日
に
さ
か
の
ぼ
り
課
税
さ
れ
、

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
他
の
健
康
保
険
へ
の
加
入
に
よ
り
国

保
を
や
め
る
と
き
も
、
14
日
以
内
の

手
続
き
が
必
要
で
す
！

　

他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
、

国
保
の
保
険
証
が
有
効
期
限
内
で
あ
っ

て
も
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
も
し
、
医
療

機
関
で
受
診
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

市
が
負
担
し
た
医
療
費
を
お
返
し
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
健
康
保
険
を
取
り
扱
っ
て
い
る
事
業

所
で
は
、
国
保
へ
の
加
入
・
脱
退
の

手
続
き
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
本
人

が
直
接
、
保
険
年
金
課
ま
た
は
吉

田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福

祉
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
の
際
に
必
要
な
も
の
等
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｄ
保
険
年
金
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
０
１

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
Ａ
72
Ｃ
６
０
８
２

　

大
滝
Ａ
55
Ｃ
０
８
６
３

　

荒
川
Ａ
54
Ｃ
２
３
９
５

対　

象　
市
内
在
住
で
次
に
該
当
す
る
方

①
３
歳
の
誕
生
月
ま
で
の
お
子
さ
ん

②
児
童
福
祉
法
お
よ
び
身
体
障
害
者
福

祉
法
の
規
定
に
よ
る
支
給
対
象
者

③
秩
父
市
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
実

施
要
綱
の
規
定
に
よ
る
支
給
対
象
者

支
給
方
法　

①
窓
口
へ
の
母
子
健
康
手
帳

提
示
を
受
け
て
支
給
し
ま
す
。
手
帳
を

紛
失
し
た
方
は
再
交
付
が
必
要
で
す
。

②
・
③
申
請
書
の
提
出
等
は
不
要
で
す
。

各
地
区
の
民
生
委
員
が
支
給
し
ま
す
。

支
給
窓
口　

市
民
課
、
こ
ど
も
課
、
吉
田

・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
、

各
出
張
所
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー

支
給
枚
数　

対
象
者
１
人
に
つ
き
１
か
月

あ
た
り
中
型
袋
５
枚
、
年
間
60
枚
以
内

※
前
年
度
分
の
繰
越
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

Ｄ
生
活
衛
生
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
０
２

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
Ａ
72
Ｃ
６
０
８
２

　

大
滝
Ａ
55
Ｃ
０
８
６
３

　

荒
川
Ａ
54
Ｃ
２
３
９
５

対　

象　

障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の

方
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
軽
自
動
車
等

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合

申
請
に
必
要
な
書
類
等

　

納
税
通
知
書
・
運
転
者
の
運
転
免
許

証
・
印
鑑
・
障
害
者
手
帳
等
・
申
請
者

の
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の

Ｅ
５
月
初
旬
発
送
の
軽
自
動
車
税
納
税

９

軽
自
動
車
税
の
減
免

11

自 

衛 

官 

募 

集

７

国
民
健
康
保
険
の
変
更
は

14
日
以
内
に
届
出
を
！

８

紙
お
む
つ
用
ご
み
袋

（
有
料
指
定
ご
み
袋
）
を
支
給

10

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

空
家
入
居
者
募
集

通
知
書
到
着
後
、
必
ず
納
期
限
７
日
前

（
５
月
24
日
㈪
）
ま
で
に
、
市
民
税
課

ま
た
は
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所

総
務
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｄ
市
民
税
課
Ａ
22
Ｃ
２
２
０
９

Ｅ
・
Ｄ
建
築
住
宅
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
１
４

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

吉
田
Ａ
72
Ｃ
６
０
８
３

　

大
滝
Ａ
55
Ｃ
０
８
６
１

　

荒
川
Ａ
54
Ｃ
２
１
１
４

「住宅名」・住所
（募集戸数） 詳　細

「井ノ尻B棟」

中村町３－８－９

（10戸）

間取り：３LDK 
平成15年築
家賃：60,000円

（一律）
駐車場：
１戸１台3,000円

「広瀬」

下吉田7775－３

（２戸）

間取り：３LDK 
平成５年築
家賃：50,000円

（一律）
駐車場：
１戸１台 2,000円

不法野外焼却は止めましょう！　黒煙・悪臭等で迷惑している人が増えています
快適な環境づくりのためには一人ひとりの協力が必要です

広告
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2010年4月号

日　

程　

７
月
下
旬
～
８
月
上
旬
の
予

定
（
約
２
週
間
）

募
集
人
数　

７
人

応
募
条
件　

市
内
在
住
で
次
に
該
当
の
方

・
高
校
生
、
大
学
生
、
短
期
大
学
生
・

高
等
専
門
学
校
生
で
協
調
性
、
自
立

性
、
意
欲
が
あ
り
、
健
康
な
方

・
日
常
会
話
程
度
の
英
語
力
が
あ
る
方

・
帰
国
後
、
体
験
を
生
か
し
、
地
域
や

学
校
で
率
先
し
て
活
動
が
で
き
る
方

※
未
成
年
者
は
保
護
者
の
承
諾
が
必
要

活
動
内
容　

ア
ン
チ
オ
ッ
ク
市
民
宅
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
自
分
た
ち
で
決
め

た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
生
活
文
化
や
社
会

習
慣
等
を
調
べ
、
体
験
し
ま
す
。

必
要
経
費　

航
空
運
賃
ほ
か
21
万
円
前
後

（
市
か
ら
１
人
に
つ
き
10
万
円
補
助
）

申
込
期
限　

５
月
10
日
㈪
ま
で

Ｖ
申
請
用
紙
の
配
布
、
申
込
方
法
、
選

考
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｅ
・
Ｄ
市
民
生
活
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
０
０

　

こ
の
協
議
会
は
、
介
護
保
険
の
運
営

状
況
の
審
査
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

募
集
人
数　

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳

以
上
）
の
方
・
第
２
号
被
保
険
者
（
40

歳
～
64
歳
）
の
方
と
も
に
若
干
名

応
募
期
限　

４
月
30
日
㈮
ま
で

Ｄ
高
齢
者
介
護
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
０
５

と　

き　

５
月
10
日
㈪
～
31
日
㈪

　
　
　
　
（
夜
間
、
全
６
回
）

と
こ
ろ　

左
記
の
会
場
か
ら
選
択

対　

象　

小
学
生
以
上
誰
で
も
参
加
可

参
加
費　

６
０
０
円
（
保
険
加
入
費
）

と　

き　

４
月
26
日
㈪
・
30
日
㈮
、
５

月
21
日
㈮
、
６
月
18
日
㈮
、
７
月
16
日
㈮
、

８
月
６
日
㈮
、
９
月
３
日
㈮
、
11
月
８
日

㈪
（
全
８
回
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館
お
よ
び
シ
ル

バ
ー
農
園

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

定　

員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
，
０
０
０
円
（
教
材
代
）

Ｅ
４
月
20
日
㈫
ま
で
に
左
記
へ
申
込
み

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

Ｄ
秩
父
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
女
性
会
館
内
）
Ａ
22
Ｃ
４
４
５
４

　

画
期
的
な
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
方
法
で
楽

し
く
健
康
増
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

と　

き  

毎
月
１
回
（
原
則
と
し
て
、

第
１
水
曜
日
の
午
前
中
）

と
こ
ろ　

や
ま
な
み
会
館

講　

師　

駒
崎　

優ま
さ
る 

氏
（
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
研
究
所
）

参
加
費　

３
か
月
２
，
５
０
０
円

Ｅ
・
Ｄ
代
表　

小
櫃
Ａ
77
Ｃ
０
８
６
６

と　

き　

５
月
９
日
～
６
月
27
日
の
毎

週
日
曜
日（
全
８
回
）午
前
10
時
～
正
午

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

定　

員　

15
人

Ｅ
４
月
15
日
㈭
か
ら
参
加
費
を
添
え
て

窓
口
に
て
申
込
み
（
電
話
受
付
も
可
）

Ｄ
温
水
プ
ー
ル
Ａ
22
Ｃ
７
４
１
１

と　

き　

５
月
12
日
～
６
月
30
日
の
毎

週
水
曜
日
、
午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ　

羊
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

定　

員　

24
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
，０
０
０
円
（
照
明
料
含
）

※
当
日
コ
ー
ト
に
て
集
金
し
ま
す
。

申
込
期
限　

５
月
９
日
㈰
ま
で

Ｅ
秩
父
市
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
（
う
ら
し

ま
ス
ポ
ー
ツ
）
Ａ
22
Ｃ
０
０
８
８

と　

き　

５
月
19
日
～
９
月
22
日
の
各

水
曜
日
午
前
９
時
～
11
時
（
全
14
回
）

※
中
央
公
民
館
で
資
料
配
布
中

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

講　

師　

井
上
裕ひ

ろ
ふ
み史 

氏（
各
回
１
時
間
）

定　

員　

40
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

Ｅ
５
月
10
日
㈪
ま
で
に
Ａ
で
中
央
公
民

館
（
Ａ
22
Ｃ
０
４
２
０
）
へ

と　

き　

午
前
の
部
：
５
月
13
日
～
６

月
３
日
の
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
の
部
：
５
月
７
日
～
28
日
の

毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
～
９
時
（
各
部

全
４
回
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。）

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
武
道
場

参
加
費　

無
料（
事
前
申
込
み
は
不
要
）

Ｄ
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
Ａ
24
Ｃ
４
０
０
４

　

秩
父
な
ぎ
な
た
連
盟 

松
澤

　

Ａ
23
Ｃ
１
７
３
５

12
ア
メ
リ
カ
・
ア
ン
チ
オ
ッ
ク
市

派
遣
青
少
年
募
集

14

秩
父
市
介
護
保
険
運
営

協
議
会
委
員
を
募
集

20

秩
父
市
柔
道
連
盟

初
心
者
柔
道
教
室

21
秩
父
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

野
菜
づ
く
り
教
室

　

市
で
は
、
現
在
19
か
所
、
２
３
３
区

画
の
市
民
農
園
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
者
募
集
農
園　

金
室
町（
１
区
画
）

黒
谷
（
７
区
画
）、
近
戸
町
（
５
区
画
）

別
所
（
９
区
画
）、
山
田
（
12
区
画
）

Ｖ
農
園
の
場
所
、
１
区
画
の
面
積
、
使

用
料
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｅ
・
Ｄ
農
政
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
１
０

13

市
民
農
園
利
用
者
を
募
集

15
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
く
ら
ぶ 

会
員
募
集

16

初
心
者
ク
ロ
ー
ル
水
泳
教
室

17

ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス
教
室

19

初
め
て
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

18

な
ぎ
な
た
初
心
者
教
室

道場名（ところ） 曜　日 申込み

革進舘道場
（秩父警察署・秩父高校） 木・土曜 関根正幸

☎22－1456

市営道場
（野坂町１－13－14） 月・金曜 高野良宏

☎23－8246

柞
ははそ

柔道会
（下郷福祉交流センター） 水・土曜 武藤邦夫

☎22－6262

原谷柔道会
（文化体育センター） 水・土曜 関口靖人

☎24－8140

吉田柔道愛好会
（吉田柔剣道場） 水・土曜 小川宏信

☎77－0801

犬のふんの後始末を！ 動物のふん・尿の適正処理は埼玉県条例により、
飼い主に義務づけられています。散歩の際には必ず持ち帰りましょう！ 20



と　

き　

５
月
25
日
～
７
月
13
日
の
各

火
曜
日
（
全
８
回
）
午
後
６
時
30
分
～

８
時
30
分

と
こ
ろ　

市
民
会
館
３
階
第
４
会
議
室

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
外
国
人

内　

容　

日
本
語
の
初
歩
～
中
級
程
度

（
日
常
会
話
・
応
用
会
話
・
文
法
な
ど
）

定　

員　

20
人

参
加
費　

５
０
０
円

講　

師　

増
井
ま
ゆ
み
先
生

Ｅ
・
Ｄ
５
月
14
日
㈮
ま
で
に
市
民
生
活

課
（
Ａ
25
Ｃ
５
２
０
０
）
へ

　

意
見
交
換
の
楽
し
み
を
追
求
し
ま
す
。

と　

き　

５
月
15
日
か
ら
の
毎
月
第
３

土
曜
日
（
全
11
回
）
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　
歴
史
文
化
伝
承
館
研
修
室
２
･
３

講　

師　

倉
林
初
男
先
生

定　

員　

15
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費　

年
間
１
，
５
０
０
円

Ｅ
４
月
30
日
㈮
ま
で
に
Ａ
で
中
央
公
民

館
（
Ａ
22
Ｃ
０
４
２
０
）
へ

と　

き　

６
月
13
日
㈰
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ　

大
滝
二
瀬（
秩
父
湖
）駐
車
場

受　

付　

午
前
８
時
30
分
～
９
時
30
分

開
会
式　

午
前
９
時
30
分

種
目
・
ス
タ
ー
ト
時
間

●
第
１
部
（
10
㎞
）・
午
前
10
時
発

・
一
般
男
子
の
部
、
一
般
女
子
の
部
、

壮
年
男
子
の
部
、
高
校
生
男
子
の
部
、

高
校
生
女
子
の
部

●
第
２
部
（
４
㎞
）・
午
前
10
時
３
分
発

・
一
般
男
子
の
部
、
一
般
女
子
の
部
、

壮
年
男
子
の
部
、
高
校
生
男
子
の
部
、

高
校
生
女
子
の
部
、
中
学
生
男
子
の

部
、
中
学
生
女
子
の
部

参
加
費　

一
般
２
，
５
０
０
円

中
学
生
・
高
校
生
１
，
５
０
０
円

表　

彰　

各
部
門
１
位
～
５
位
賞
状
・

記
念
品
（
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
）

申
込
期
限　

４
月
30
日
㈮（
消
印
有
効
）ま
で

Ｅ
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
、
吉
田
・
大
滝
・

荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
に
申
込
用

紙
（
郵
便
振
替
）
が
あ
り
ま
す
。

Ｄ
大
滝
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

Ａ
55
Ｃ
０
８
６
３

●
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
教
室

と　

き　

５
月
15
日
～
11
月
20
日
の
各

月
第
３
土
曜
日
（
８
月
21
日
を
除
く
・

全
６
回
）
午
前
９
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ　

吉
田
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室

定　

員　

15
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

内　

容　

季
節
に
合
っ
た
地
元
の
食
材

を
利
用
し
、
肉
、
魚
、
卵
、
乳
製
品
、

砂
糖
を
使
わ
な
い
料
理
を
作
り
ま
す
。

材
料
費　

１
回
６
０
０
円
程
度

●
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
教
室

と　

き　

６
月
４
日
～
７
月
９
日
の
毎

週
金
曜
日
（
全
６
回
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

吉
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定　

員　

15
人
（
抽
選
あ
り
）

Ｅ
・
Ｄ
４
月
30
日
㈮
ま
で
に
Ａ
等
に
て

吉
田
公
民
館
（
Ａ
77
―
１
１
０
０
）
へ

と　

き　

５
月
11
日
～
平
成
23
年
３
月

22
日
の
原
則
と
し
て
、
第
２
・
４
火
曜

日
（
全
22
回
）
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
研
修
室
１

講　

師　

会
沢
雅
隆
先
生

募
集
人
数　

９
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
40
歳
以
下
の
方
を
優
先
し
て
抽
選
）

会　

費　

３
か
月
ご
と
３
，
０
０
０
円

Ｅ
４
月
30
日
㈮
ま
で
に
Ａ
で
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
（
Ａ
22
Ｃ
０
４
２
０
）
へ

と　

き　

５
月
18
日
～
11
月
16
日
の
原

則
と
し
て
第
１
・
３
・
５
火
曜
日
（
全

15
回
）
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
研
修
室
１

内　

容　

手
編
み
セ
ー
タ
ー
や
ベ
ス
ト
、

ビ
ー
ズ
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
を
作
成

定　

員　

20
人
（
先
着
順
、
定
員
を
超

え
た
場
合
は
40
歳
以
下
の
方
を
優
先
）

と　

き　

５
月
23
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
２
時

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
人
３
０
０
円

※
１
人
で
の
参
加
・
チ
ー
ム
参
加
可

申
込
期
限　

５
月
９
日
㈰
ま
で

Ｅ
秩
父
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
事
務
局

　

内
田
Ａ
24
Ｃ
５
４
２
９

　

吉
村
Ａ
24
Ｃ
６
５
９
４

と　

き　

５
月
８
日
㈯
午
前
８
時
集
合

と
こ
ろ　

荒
川
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
費　

１
人
５
０
０
円（
参
加
賞
等
）

※
当
日
集
金
。
昼
食
は
各
自
持
参

申
込
期
限　

４
月
24
日
㈯
ま
で

Ｅ
３
人
１
組
で
団
体
代
表
者
が
Ａ
か
Ｂ

（
参
加
者
名
・
代
表
者
の
Ａ
を
明
記
） 

に
て
申
込
み
（
複
数
組
可
） 

Ｄ
秩
父
市
ペ
タ
ン
ク
連
盟 

青
葉
信
一

　

Ａ
・
Ｂ
23
Ｃ
３
２
５
９

と　

き　

４
月
29
日
（
木
・
祝
）
午
前

８
時
30
分
受
付
開
始

と
こ
ろ　

ぐ
ん
ま
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
総
合

射
撃
場

種　

目　
ト
ラ
ッ
プ
射
撃
１
０
０
個
撃
ち

参
加
費　

６
，
０
０
０
円
（
ク
レ
ー
代
、

保
険
料
等
を
含
む
）

定　

員　

30
人
（
申
込
順
） 

Ｄ
秩
父
ク
レ
ー
射
撃
協
会
事
務
局

　

矢
澤
Ａ
22
Ｃ
０
８
１
１

25
話
し
方
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ンクラ

ブ

22
秩
父
市
国
際
交
流
協
会
主
催

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

24
中
央
公
民
館
主
催
講
座

新

し

い

読

書

会

27
第
31
回

奥
秩
父
三
峰
山
マ
ラ
ソ
ン
大
会

23

吉
田
公
民
館
の
教
室

26

青

年

手

芸

教

室

30

市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
教
室

28
ち
ち
ぶ
オ
ー
プ
ン
ペ
タ
ン
ク
大
会

29

市
民
ク
レ
ー
射
撃
大
会

会　

費　

１
，０
０
０
円
（
材
料
費
別
）

Ｅ
４
月
19
日
㈪
～
30
日
㈮
に
Ａ
で
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
（
Ａ
22
Ｃ
０
４
２
０
）
へ

今年も、狂犬病予防法による集合予防注射を４月～５月に実施します。
詳細は、市報３月号６ページまたは市ホームページをご覧ください。21
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芸術文化会館での催し

≪各種作品展などに芸術文化会館をご利用ください≫
　芸術文化会館では、皆さんの作品発表の場とし
て展示室の貸し出し、作品制作の活動の場とし
て、会議室の貸し出しを有料で行っています。個展、
仲間展など各種作品展会場として、ぜひご利用く
ださい。なお、詳細は下記までお問い合わせくだ
さい。
Ｄ芸術文化会館　☎２２－２４０６

32

休館日　月曜日（祝日にあたる場合はその翌日）
開館時間　午前９時～午後５時

と　　き 内　　　容 会　場

５月８日㈯
～９日㈰

≪第28回秩父盆栽展≫
最終日は午後３時まで

展示室１～３
（入場無料）

５月12日㈬
～18日㈫

≪第２回写生旅行スケッチ展≫
最終日は午後４時まで

展示室１
（入場無料）

第４水曜日
午前10時～午後５時

福田久美子『押し花教室』
午前の部：午前10時～正午
午後の部：午後１時30分～５時

会議室３
毎週金曜日
午前９時30分～正午

赤岩智恵子『視線の果て絵画教室』
※生徒募集中

毎月第２･４土曜日
午前９時～午後５時

ミル・フールNora　河嵜妙子『押し花教室』
（途中昼休みあり）

毎週日曜日
午後３時～５時

赤岩智恵子『こども絵画教室』
※生徒募集中（対象：幼児・小中学生）

と　

き　
５
月
15
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

Ｅ
４
月
12
日
㈪
か
ら
市
民
生
活
課
、
市

役
所
総
合
窓
口
お
よ
び
吉
田
・
大
滝
・

荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
に
て
入
場

整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。
定
員
（
２
０

０
人
）
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
２
歳
～
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
無
料

で
託
児
し
ま
す
。
５
月
７
日
㈮
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｄ
市
民
生
活
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
０
０

と　

き　

４
月
25
日
㈰
～
５
月
５
日

（
水
・
祝
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
５
日
は
午
後
３
時
ま
で
。
午
前
６
時

～
午
後
８
時
も
観
覧
可（
係
員
不
在
）

と
こ
ろ　

秩
父
神
社
（
入
場
無
料
）

Ｄ
秩
父
さ
く
ら
そ
う
会
事
務
局

　

Ａ
79
Ｃ
０
９
８
４

と　

き　

４
月
10
日
㈯
～
５
月
９
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

内　

容　

春
限
定
の
地
場
特
産
品
、
農

産
物
、
花
苗
、
大
滝
栃
餅
の
実
演
販
売

（
実
演
日
程
は
問
い
合
わ
せ
に
て
）、
レ

ス
ト
ラ
ン
で
の
季
節
限
定
メ
ニ
ュ
ー
他

Ｄ
地
場
産
セ
ン
タ
ー
Ａ
25
Ｃ
０
０
８
８

と　

き　

５
月
２
日
㈰
午
前
11
時
30
分

開
場
、
正
午
開
演
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク

内　

容　

全
国
か
ら
７
つ
の
和
太
鼓
団

体
が
集
結
す
る
太
鼓
の
祭
典
で
す
。

入
場
料　

１
，０
０
０
円
（
全
席
自
由
）

チ
ケ
ッ
ト　

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
彩
の
国
ふ

る
さ
と
秩
父
観
光
情
報
館
、
道
の
駅
ち

ち
ぶ
、
高
野
太
鼓
店
に
て
販
売
中

Ｄ
秩
父
太
鼓
連
盟
事
務
局

　

Ａ
・
Ｂ
22
Ｃ
２
１
１
１

と　

き　

５
月
16
日
㈰
・
22
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

石
間
交
流
学
習
館
ほ
か

参
加
費　

２
，
０
０
０
円
（
秩
父
事
件

資
料
等
見
学
・
昼
食
・
保
険
代
含
む
）

定　

員　

20
人（
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

Ｅ
５
月
７
日
㈮
ま
で
に
、
参
加
希
望

日
・
参
加
者
全
員
の
〒
住
所
・
氏
名
・

Ａ
を
明
記
し
て
Ｂ
ま
た
は
Ａ
に
て

Ｄ
吉
田
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
Ａ
72
Ｃ
６
０
８
３
Ｂ
77
Ｃ
１
５
２
９

と　

き　

４
月
29
日
（
木
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
２
階
茶
室

※
１
階
に
お
い
て
野の

だ

て点
も
行
い
ま
す
。

参
加
費　

８
０
０
円
（
当
日
券
あ
り
）

Ｄ
ち
ち
ぶ
茶
道
会 

浅
見
宅

　

Ａ
22
Ｃ
１
１
７
６

31

映

画

上

映

会

33

桜

草

展

示

会

37

春
の
じ
ば
さ
ん
ま
つ
り

38

日
本
太
鼓　

秩
父
祭

39
い
ち
ご
摘
み
と
ジ
ャ
ム
作
り
体
験

36

芝

桜

市

民

茶

会

上映作品
「西の魔女が死んだ」

と　

き　

５
月
８
日
㈯
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
（
予
定
）

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

定　

員　

２
０
０
人

内　

容　
大
野
百
樹 

氏
（
日
本
美
術
院
同

人
）
講
演
「
ふ
る
さ
と
秩
父
を
偲し

の

ん
で
」

参
加
費　

無
料
（
申
込
不
要
）

Ｄ
歴
史
文
化
伝
承
館
Ａ
22
Ｃ
０
４
２
０

34
ち
ち
ぶ
学
セ
ミ
ナ
ー
公
開
講
座

大
野
百も

も

樹き

氏 

講
演
会

　

武
甲
山
の
み
に
自

生
す
る
貴
重
な
固
有

種
「
チ
チ
ブ
イ
ワ
ザ

ク
ラ
」
を
、
保
護
増

殖
に
取
り
組
む
秩
父

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
㈱

様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

と　

き　

５
月
９
日
㈰
午
前
９
時
10
分

浦
山
口
駅
集
合
、
午
後
５
時
解
散

と
こ
ろ　

浦
山
川
流
域
と
大
平
山
方
面

募
集
人
数　

30
人

参
加
費　

２
０
０
円
（
保
険
料
）

Ｅ
秩
父
愛
鳥
会 

加
藤
Ａ
22
Ｃ
３
２
７
８

35

武
甲
山
資
料
館
特
別
展
示

「
チ
チ
ブ
イ
ワ
ザ
ク
ラ
」

40

バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

「
オ
オ
ル
リ
」
を
観
る
集
い

開
花
期
間
に
限
り
特
別
展
示
し
ま
す
。

と　

き　
４
月
中
旬
の
約
２
週
間
を
予
定

※
天
候
に
よ
る
変
更
が
あ
り
ま
す
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

入
館
料　

一
般
２
０
０
円

　
　
　
　

小
中
学
生
１
０
０
円

Ｄ
武
甲
山
資
料
館
Ａ
24
Ｃ
７
５
５
５

秩父市メールマガジン「秩父ふるさとメール」配信中！
購読登録は、秩父市ホームページからどうぞ 22



　

春
ま
だ
浅
い
２
月
28

日
、
芸
術
と
学
問
を
司
る

女
神
た
ち
「
ミ
ュ
ー
ズ
」

に
ち
な
ん
で
名
づ
け
ら
れ

た
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
音
楽

堂
で
「
コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
歌
う
こ
と
を

こ
よ
な
く
愛
す
る
仲
間
た
ち
14
団
体
約
２
８
０
人

が
秩
父
郡
市
か
ら
集
ま
り
、
自
主
的
に
企
画
・
運

営
し
、
一
年
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
あ
い
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
会
員
た
ち

の
力
強
い
歌
声
は
、
歌
う
こ
と
を
支
え
て
く
れ
る

周
り
の
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
澄
ん
だ
歌

声
と
な
り
、
残
雪
の
山
々
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

曜日 医療機関名 電　　話
月曜 あ ら い ク リ ニ ッ ク ☎25－2711
水曜 秩 父 病 院 ☎22－3022

火・木・金曜 秩 父 市 立 病 院 ☎23－0611

受付時間　午後７時30分～午後10時（祝日は行いません。）
※電話で確認してから受診してください。

平日夜間小児初期救急

４
月
11
日

医師会休日診療所
近 藤 医 院
秩 父 市 立 病 院
篠 塚 病 院

（内・小）
（産・婦・内）

熊 木 町
日野田町
桜 木 町
藤岡市篠塚

☎23－8561
☎22－0043
☎23－0611
☎23－9261

４
月
18
日

医師会休日診療所
秩父生協病院（小児科は午前のみ）
秩 父 市 立 病 院
光 病 院

（内・小）
（内・小）

熊 木 町
阿 保 町
桜 木 町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎23－1300
☎23－0611
☎24－1234

４
月
25
日

医師会休日診療所
秩父脳外科内科クリニック
秩 父 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（脳外・内）

熊 木 町
永 田 町
宮 側 町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎21－2330
☎22－3022
☎52－3121

４
月
29
日

医師会休日診療所
本 間 医 院
秩 父 市 立 病 院
く す の 木 病 院

（内・小）
（内・小・リウマチ）

熊 木 町
小鹿野町
桜 木 町
藤岡市旭町

☎23－8561
☎75－0020
☎23－0611
☎24－3111

５
月
２
日

医師会休日診療所
荒 舩 医 院
秩 父 市 立 病 院
藤 岡 総 合 病 院

（内・小）
（内・外）

熊 木 町
横 瀬 町
桜 木 町
藤岡市宮本町

☎23－8561
☎24－0160
☎23－0611
☎22－3311

５
月
３
日

医師会休日診療所
片 田 医 院
皆 野 病 院
篠 塚 病 院

（内・小）
（外・内）

熊 木 町
下 影 森
皆 野 町
藤岡市篠塚

☎23－8561
☎22－1801
☎62－6300
☎23－9261

５
月
４
日

医師会休日診療所
松 本 ク リ ニ ッ ク
秩 父 市 立 病 院
光 病 院

（内・小）
（内）

熊 木 町
日野田町
桜 木 町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎22－3000
☎23－0611
☎24－1234

５
月
５
日

医師会休日診療所
あらいクリニック
秩 父 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（内・小）

熊 木 町
本 町
宮 側 町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎25－2711
☎22－3022
☎52－3121

５
月
９
日

医師会休日診療所
岩田産婦人科医院
秩 父 市 立 病 院
く す の 木 病 院

（内・小）
（産・婦・内）

熊 木 町
番 場 町
桜 木 町
藤岡市旭町

☎23－8561
☎24－1336
☎23－0611
☎24－3111

※医師会休日診療所の診療時間：午前１０時から午後５時までです。
※休日診療以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
　その後はお電話ください。（藤岡市を除く）
※詳しくは、秩父郡市医師会・藤岡多野医師会のホームページにて

確認できます。

埼玉県小児救急電話相談

電話番号　＃8000（シャープ8000番）
相談時間　○月～土曜：午後７時～午後11時
　　　　○日曜・祝日・年末年始：午前９時～午後11時

と　

き　

４
月
29
日（
木
・
祝
）正
午
～

と
こ
ろ　

上
影
森
諏
訪
神
社
境
内

演　

目　

義
経
千
本
桜
伏
見
稲
荷
鳥
居

前
之
場
（
入
場
無
料
）

Ｄ
秩
父
歌
舞
伎
正
和
会
事
務
局

　

Ａ
23
Ｃ
２
３
７
６

　

市
民
会
館
で
は
、
秩
父
ウ
ィ
ン
ド

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
は
じ
め
秩
父
郡
市
内

外
の
中
学
校
・
高
校
の
吹
奏
楽
部
に
よ

る
吹
奏
楽
祭
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

５
月
３
日
（
月
・
祝
）
午
前

９
時
30
分
開
場
、
午
前
10
時
開
演

と
こ
ろ　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料
（
入
退
場
自
由
）

Ｄ
市
民
会
館
Ａ
24
Ｃ
６
０
０
０

と　

き　

４
月
24
日
㈯
、
５
月
８
日
㈯
・

22
日
㈯
午
前
11
時
～
11
時
40
分
（
全
３
回
）

と
こ
ろ　

横
瀬
町
民
会
館
２
階

対　

象　

０
～
３
歳
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者
（
参
加
無
料
）

内　

容　

語
り
き
か
せ
歌
や
読
み
き
か

せ
を
通
じ
て
親
子
の
絆
を
育
て
ま
す
。

申
込
期
限　

４
月
23
日
㈮
ま
で

Ｄ
い
わ
ざ
く
ら 

新
井
Ａ
24
Ｃ
４
７
１
６

41

椿
森
の
春
大
祭
で
歌
舞
伎
芝
居

45

第
５
回 

秩
父
吹
奏
楽
祭

42

こ
そ
だ
て「
ち
え
ぶ
く
ろ
」

と　

き　

５
月
16
日
㈰
午
後
２
時
開
場
、

２
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
音
楽
堂

入
場
料　

無
料

Ｄ
秩
父
農
工
科
学
高
校
吹
奏
楽
部

　

Ａ
22
Ｃ
３
０
１
７

と　

き　
５
月
16
日
㈰
午
後
２
時
30
分
～

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館

内　

容　

宮
川
ひ
ろ（
児
童
文
学
作
家
）

・
藤
元
勝
夫
の
語
り
と
ト
ー
ク

※
入
場
無
料（
た
だ
し
整
理
券
が
必
要
）

Ｄ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
秩
父

　

藤
元
Ａ
25
Ｃ
５
７
５
７

と　

き　

５
月
22
日
㈯
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
（
市
役
所
に
集
合
）

内　

容　

有
間
峠
↓
蕎そ

麦ば

粒つ
ぶ

山や
ま

↓
仙せ

ん

元げ
ん

峠
↓
一い

っ

杯ぱ
い

水み
ず

避
難
小
屋（
昼
食
）↓
仙
元

峠
↓
浦
山
大
日
堂
へ
下
山（
小
雨
決
行
）

※
往
路
・
復
路
と
も
に
バ
ス
で
移
動

対　

象　

市
民
で
健
脚
な
方

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円
（
保
険
料
な
ど
）

Ｅ
・
Ｄ
４
月
30
日
㈮
ま
で
に
、
ふ
る
さ

と
創
造
課
（
Ａ
22
Ｃ
２
８
２
３
）
へ

43
秩
父
農
工
科
学
高
校
吹
奏
楽
部

第
５
回 

定
期
演
奏
会

44
あ
な
た
の
心
に
と
ど
け
た
い
昔
々
の
物
語

昔
ば
な
し
語
り
の
会

47
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
実
現
に
向
け
て
！

浦
山
ブ
ナ
林
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　

高
齢
期
を
健
康
で
安
全
に
過
ご
す
た

め
、
ま
た
要
介
護
高
齢
者
の
自
立
へ
向

け
た
介
護
の
知
識
と
技
術
を
学
べ
ま
す
。

と　

き　

５
月
22
日
㈯
午
前
９
時
30
分

～
午
後
３
時
30
分

46

健
康
生
活
支
援
講
習
会

（
健
康
・
介
護
）

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館

定　

員　
30
人（
満
15
歳
以
上
の
方
対
象
）

参
加
費　

１
，０
０
０
円
（
教
材
費
等
）

講　

師　

日
本
赤
十
字
社
指
導
員

Ｅ
社
会
福
祉
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
０
４

「秩父市よいまちモニター」会員募集中！
詳しくは、秩父市ホームページからどうぞ ←QRコード読み取り機能付の

　携帯電話はこちらから
開票速報もＨ配信！23



2010年4月号

■乳幼児健診　※受付時間はいずれも13：00～13：45

Ｍ母子健康手帳、健診アンケート
■歯みがき教室　Ｉ４月28日㈬13：00～13：45受付
Ｌ平成20年２・３月生　Ｋ歯科医師の診察、フッ素塗布等
■育児相談　Ｉ５月10日㈪９：30～10：30受付
Ｋ育児相談、身長・体重測定
■予防接種 (集団) 
○ポリオ　Ｉ５月11日㈫13：15～14：00
Ｍ母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書
Ｌ生後３か月～７歳６か月未満
■健康相談　Ｉ５月12日㈬13：30～14：30受付
Ｋ健康相談、血圧測定等　Ｍ健康手帳（お持ちの方）

■乳幼児健診　※受付時間はいずれも13：00～13：45

Ｍ母子健康手帳、健診アンケート
■育児相談（乳幼児）　Ｉ５月７日㈮９：30～10：30受付
Ｋ育児相談、身長・体重測定、赤ちゃん体操
※同時に、子育てに心配のある方などを対象に、療育相

談員による「すこやか相談」を実施（要予約）
■予防接種（集団） 
Ｍ母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書
○三種混合　Ｉ５月14日㈮、６月11日㈮13：30～14：30
Ｌ生後３か月～７歳６か月未満
※第１期初回（１・２・３回目）の接種間隔は20～56日です。
○ＢＣＧ　Ｉ４月26日㈪、５月24日㈪13：30～14：30
Ｌ生後３か月～６か月未満（３か月間）
○ポリオ　Ｉ５月17日㈪・21日㈮・31日㈪13：30～14：30

■乳幼児健診　※受付時間はいずれも13：00～13：45

Ｍ母子健康手帳、健診アンケート
■健康相談　Ｉ４月23日㈮13：15～14：00受付
Ｋ体組成測定、健康相談、身長・体重測定
Ｎ30人　Ｏ無料　Ｅ窓口および電話にて
■育児・健康相談　Ｉ５月11日㈫９：30～10：30受付
Ｋ育児相談、身長・体重測定

■育児相談・健康相談　Ｊ大滝総合支所内
Ｅ相談を希望する方は電話でお申し込みください。

Ｉ５月13日㈭ Ｋ３歳児健診（Ｈ19．１月生）
　５月18日㈫ 　乳児（４か月児）健診（Ｈ21．12月生）
　５月19日㈬ 　１歳６か月児健診（Ｈ20．10月生）
　５月25日㈫ 　乳児（10か月児）健診（Ｈ21．７月生）

秩父保健センター ☎22－0648

日時　 場所　 内容　 対象　 持ち物　 定員　 費用　 申込み　 問い合わせ　 詳細

■ことばの相談　※予約制・個別相談
Ｉ・Ｊ５月７日㈮（秩父保健センター）、５月14日㈮（吉
田保健センター）、５月20日㈭（荒川保健センター）
■はつらつ筋力アップ教室
Ｌ40歳以上の方　Ｎ各コース30人
Ｋインストラクター指導による軽体操やストレッチ等
Ｅ４月26日㈪午前９時～５月７日㈮午後５時まで（土・
日・祝日を除く）に、電話で各保健センターへ。定員を
超えた場合は抽選となります。（初回優先）

※平成22年度は、影森・高篠会場では実施しませんので
ご了承ください。

■はつらつウオーキング教室（新規事業）
Ｉ５月６日㈭・18日㈫、６月２日㈬・15日㈫（全４回）
９：30～11：30　Ｊやまなみ会館　Ｌ40歳以上の方
Ｋ正しい歩き方とストレッチ等の室内運動
Ｍ飲み物、バスタオルまたはヨガマット、室内用運動靴
Ｎ30人　Ｏ無料　Ｅ窓口および電話にて
※秩父、大滝、荒川の各会場も今後実施予定です。

吉田保健センター ☎77－1112

大滝保健センター ☎55－0102

荒川保健センター ☎54－2231

Ｉ４月28日㈬ Ｋ１歳６か月児健診（Ｈ20．８・９月生）
　３歳児健診（Ｈ18．11・12月生）

Ｉ５月21日㈮ Ｋ１歳６か月児健診（Ｈ20．９・10月生）
　３歳児健診（Ｈ18．12月・Ｈ19．１月生）

秩父保健所からのお知らせ
■小児慢性特定疾患医療給付の継続申請の受付を開始
Ｌ受給者証を持ち、引き続き治療が必要な20歳未満の方
Ｉ４月30日㈮～６月15日㈫（土・日・祝日は除く）
Ｍ申請書、医療意見書、生活中心者の所得税関係証明書等
Ｄ秩父保健所☎２２－３８２４
　県健康づくり支援課☎０４８－８３０－３５６１

秩父保健センター（全10回）

Ｊいきがいセンター

５月25日～７月27日（毎週火曜日）
13：30～15：30
５月28日～７月30日（毎週金曜日）
９：30～11：30

吉田保健センター（全６回）

Ｊ吉田振興会館
５月25日、６月22日、７月13日、８月
10日、９月14日、10月19日（毎回火曜日）
９：30～11：30

大滝保健センター（全６回）

Ｊ大滝公民館
５月19日、６月16日、７月21日、８月
18日、９月15日、10月６日（毎回水曜日）
13：30～15：30

荒川保健センター（全６回）

Ｊ荒川農村環境改善センター
５月19日、６月16日、７月21日、８月
18日、９月15日、10月６日（毎回水曜日）
９：30～11：30

■両親学級　Ｉ５月10日㈪13：00～13：15受付
　　　　　　　５月16日㈰・20日㈭13：15～13：30受付
Ｌ妊娠５か月を過ぎた初回妊婦さんとその家族
Ｋ健康カレンダーP10参照　Ｅ４月20日㈫までに電話にて
■健康相談（毎月１回）Ｉ５月14日㈮９：30～10：30受付
Ｋ健康相談、血圧測定等　Ｍ健康手帳（お持ちの方）
Ｅ開催日前日までに電話か窓口にて
■愛の献血にご協力を
　４月～５月の街頭での献血予定は秩父保健センターに
お問い合わせください。

24



※市報ちちぶ３月号と一緒に配布した冊子「平成22年度 秩父市健康カレンダー」もご活用ください。

■妊婦一般健康診査について
　４月１日以降に受診する妊婦一般健康診査に、検査
項目（B群溶血性連鎖球菌検査等）が追加になりました。
該当と思われる方で通知が届かない方はご連絡ください。
※３月25日以降に母子健康手帳を交付した方には、検査

項目が追加された受診票を配布済みです。
■高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種費補助
　５月１日から、75歳以上の市民の方を対象として肺炎
球菌ワクチン予防接種費の一部補助を始めます。
Ｌ満75歳以上の市民の方（接種日に75歳になっている方）
Ｉ５月１日～平成23年３月31日　Ｊ指定の医院・病院等
Ｏ接種料金6，500円（自己負担4，500円、市の補助2，000円）
※一人１回限り補助（自己負担金は接種を受けた指定医

院・病院等の窓口で支払い）
※生活保護世帯・中国残留邦人等支援受給者の方は全額補助
Ｖ指定の医院・病院等は各保健センターへ問い合わせにて

各保健センター共通のお知らせ

■各保健センター等で受けられる検診（集団検診）の申
込み（胃がん検診および乳・子宮頸がん検診）

　６月に実施する検診の申込みを５月１日～７日（土・
日・祝日を除く）９：00～12：00に受け付けます。
Ｅ窓口または電話にて　Ｖ健康カレンダーP３・４参照
■病院・医院等で受けられる検診（個別）
Ｋ胃・子宮がん検診、歯周疾患検診
Ｅ５月１日～７日（土・日・祝日を除く）８：30～17：15
窓口にて　Ｌ40歳以上（胃がん検診・歯周疾患検診）、20
歳以上（子宮がん検診）　Ｖ健康カレンダーP５・６参照
■大腸がん検診
Ｅ５月１日～７日（土・日・祝日を除く）８：30～17：15
窓口にて　Ｌ40歳以上　Ｖ健康カレンダーP４・５参照
■指定医療機関で受けられる個別予防接種
○麻しん風しん
Ｌ第１期…１歳～２歳未満　第２期…小学校就学前の１
年間（平成16年４月２日～平成17年４月１日生まれ）
○三種混合　Ｌ生後３か月～７歳６か月未満
Ｋ初回…３回接種（間隔は20～56日で接種）
　追加…１回接種（初回３回目を接種した日から１年～
１年６か月の間に接種）
※三種混合予防接種は接種間隔を必ず守って受けてくだ

さい。秩父保健センター（集団）でも受けられます。
■第４期麻しん風しん定期予防接種（集団）
Ｌ平成４年４月２日～平成５年４月１日生まれの方（４
月１日以降、高校３年生相当の年齢になる方）
※実施日・会場は、下記カレンダーを参照してください。

対象の方には個別通知をしています。

４・５月　保健センターカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

４/18 19 20 21 22 23 24
Ｐ歯みがき教室
Ｓ胃がん検診

Ｑ健康相談
Ｓ胃がん検診

Ｐ麻しん風しん予防
接種（高３相当の
方）

25 26 27 28 29 昭和の日 30 ５/１
ＰBCG予防接種
Ｓ言語リハビリ教室

Ｐ10か月児健診
Ｑ言語リハビリ教室

Ｓ１歳６か月児・３
歳児健診

Ｓ歯みがき教室

２ ３ 憲法記念日 ４ みどりの日 ５ こどもの日 ６ ７ ８
Ｑウオーキング教室① Ｐ育児相談

Ｐすこやか相談
Ｐことばの相談

Ｐ麻しん風しん予防
接種（高３相当の
方）

９ 10 11 12 13 14 15
Ｐ両親学級①
Ｓ育児相談

Ｑ育児・健康相談
Ｓポリオ予防接種
Ｐ乳・子宮がん検診

Ｓ健康相談 Ｐ３歳児健診 Ｐ三種混合予防接種
Ｐ健康相談
Ｑことばの相談

Ｓ麻しん風しん予防
接種（高３相当の
方）

16 17 18 19 20 21 22
Ｐ両親学級② Ｐポリオ予防接種 Ｐ４か月児健診

Ｑウオーキング教室②
Ｐ1歳６か月児健診 Ｐ両親学級③

Ｓことばの相談
Ｐポリオ予防接種
Ｑ１歳６か月児・３

歳児健診
Ｒ胃がん健診

Ｐ秩父　Ｑ吉田　Ｒ大滝　Ｓ荒川
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４・５月の本庁舎　平日夜間窓口は、４月８日㈭・22日㈭、５月13日㈭です。
詳しくは９ページをご覧ください。

　３月８日、荒川中学校３年生が荒川上田野
の介護福祉施設「ケアホーム楓

かえで

」を訪れ、生
徒手作りによる「白久串人形芝居」をお年寄
りの皆さんへ披露しました。
　また、９日に荒川公民館で行われた「伝統
芸能公演」では、三代目若松若

わ か だ ゆ う

太夫 氏による
生の説経節と串人形芝居も上演され、４月₁₈
日の芝居本番を前に盛り上がりを見せました。

　株式会社ベンチャーウイスキー秩父蒸溜所
（肥

あ く と

土伊知郎社長）が、世界的なウイスキー
コンテストで知られている「ワールドウイス
キーアワード（ＷＷＡ）₂₀₁₀」において、₁₁
部門のうち３部門で日本一に輝くという快挙
を達成しました。大手の有名ウイスキーメー
カーを抑えて受賞した３つの製品は、出荷量
はそれほど多くありませんが、市内の酒屋さ
んでも購入できるとのことです。

　株式会社埼玉富士（堤繁社長）では、軽自
動車を改造した電気自動車の開発に取り組ん
だ結果、試作の１号車が車検を取得し、公道
での走行が可能となりました。このエコカー
開発は、県内初の取り組みであることから大
変注目を集めており、同社では環境にやさし
い電気自動車の普及のため、今後改良を加え、
低価格で販売していきたいとのことです。

電気自動車
「ちょい乗りEV」を開発！

秩父のウイスキーメーカー
３部門で日本一を獲得！

国選択無形民俗文化財（県指定無形民俗文化財）

秩父が誇る「白久串人形芝居」

◆ まちのわだいをお寄せください ◆
　皆さんの身近にあるまちのわだいを、お気軽
にご連絡ください。
　連絡先　広報広聴課　 ☎₂₂－₂₅₀₅（直通）
　　　　　　　　　　　 ☎₂₂－₂₂₁₁内線₁₂₉₆
　　　　　　　　　　　 Ｈkoho@city.chichibu.lg.jp

　３月₁₃日・₁₄日、道の駅龍勢会館で吉田地
域商工研究会主催による「吉田よいとこ草の
乱セール」が開催されました。映画「草の乱」
のオープンセット前に“草の乱千人鍋”など
地場産物を使った料理の販売テントが並び、
多くの人たちで賑わいました。

「草の乱セール」大盛況！

　冬の間、活動不足だった頭と身体をもみほ
ぐし、地域の高齢者を元気にしようと有志が
計画した「遊ぼう会」が栃本会館で行われま
した。₂₀人の参加者は、折り紙や工作、ゲー
ムや体操を通じて楽しい時を過ごし、交流に
より元気や感動を得ました。

大滝・栃本区

元気いっぱいに！「遊ぼう会」
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